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L i n n eの生ひ立ち

富津文吾

(1) 

悦にLinneの惇記は琵多のものが出版されて居り私は最近其四穫を集

めることが出来た、日本にはそれ程の必要が感じられて居らぬから邦文

で著はされたもの溢あるのを聞かない、併しー茄位はあっても昔の謬者

が如何様にして其身令立て叉其事業を成し建けたかJ.e知り今のIjtの中の

人殊に之から tltに出でゃうとする事生諸君なきに劃する妻考には甚t:."よ

いものではないかと思はれる、けれき・も今斯様な仕事令するこ とは到底

許されないから彼れの生れ立ち会暮記して見ゃうと思ふ。

Linneの先租は農家にして説教者であり子供に劃する教育費さへ十分

に支出することの出来ぬ駅態であったそうである、従てLinneの父も敬I

育としては多くや受くることが出来す3一度は Lundの大墜に入たが間も

なく止めて敬師の職に就くことを齢義なくされた程であるの

Linnéは1707年嘗時の S~' eden の腐で-五月十三日太陽暦の五月二十三

日にSmaland外!の Rashultで産れた、之は3i:.bJ此地に来て牧師になって

結婚後十七夕月自の出来事主であった。

Linnるの交は始めNilsIngemar百 onと名けられて居たのであるがLinne

が翠校教育令受くる頃になっτNilsLinnaeusと改めた、此 Linnaeusな

る名は父の住所附近lこ揮山に在る濁逸話でLinde として肢〈知られて

居るTilia麗の植物名のLindeliusから探たものである、之は嘗時主主e-

denに於ては何か従来の職業を慶更した揚合に自然物の名や借り て新た

な名を選ぶ習慣があった矯めでLinneの従兄弟iまTiliaカ、らTiliandere.い
ふ名令選Tごそうである。そして此Linneなる名はLinoeに撃すする Sweden

諾であるそれ故始めはLinnaeuse.名けたのがSweden語のLinnee.書く
様になったのでLinneは此事に就て或る人に問iまれた返事としてLin-

naeus or Linne are the same for me; one is Latin， the other Swedish 

と謂はれて居る、之は若い時のことでなく SpeciesPlantarum告書てから

11年目の1764年附の手紙に在るのであるから其場限りの考ではな く良質

にさう信じて居たので-あらう。

父iま闘撃に趣味身持ち飴り裕かでない家庭にも花の栽培は相官に行は

れ昧に1708年に Stenbrohultに移り住む様になってから幾分の齢裕が出

来た矯めにかなりに肢い庭を持ちそこに多扱の植物や植え11毘さへあれば
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此中で過ごす tいふ程であったから扱年にして附近では何方にも見られ

ぬ立tJiiな且つ植物の種類に富で居る庭tなった、印ち植えられた植物は

四百種に及び其大部分が外園売であった。

1l1i織な家庭に育ったLinn己は首H剖也仁遊友達も無かったので|当然闘内
で過ごす時が多く父が植えれば水を漉ぐといふ工合で生れながらにして'

植物に愛着の念毎持て居たと考へられるので其泣践には新政に喜で植物

に接する有様や見て居る雨親はLinneの八哉の時には別に彼れ自身の閤

ぞ定め且つ之をLinnるの名である Carlの闘と名けてやった、こんな諜で

差是々 Linnるは面白くなって附近の野や森に出掛けて新たに植物令集めて

は植える様になり雑草でも何でも持て来るので2とも後には除草に困らさ

れたといふことである、更に時類{e採集し謹にはltr<:巣迄も移したことも

あるといふ。叉Linneの植物愛の心をそ‘ったのは濁り自家の閣のみで

はなく僅かに五車の時に夏休みに究が或る景色の良い揚所へ遊aに出掛，
けた時に或る日の夕方ー草原に肢を下ろしてそこに居合せた人klこ父が多

くの植物の根の形態を説明して如何にして植物の名が形態と関係して附

けられて居るかを説明したことがあったのを傍に聞て居て非常に面白味

ぞ感じそれから矢嗣早に植物の名栴令尋ねた、併し何としても未む弱年

のことであるから総て伝記憶に留めることが出来ないから忘れるものも

あるので或る時父が今度忘れたら最早名稿や教へないとおきしたので、

Linneは幼心にもそれから以後記憶に一層努めたといふことである。

Linne Iま十哉の時Jii!11壌令修める目的で Wexicoeといふ町の皐佼に入れ

られた、 λ製してからも彼の心は常に植物の採集とその調べ、とに多くの

時閉会費やし語感や其他の問題な-e'には飴り力金用ひなかった、その矯

めにLinneは他の生徒と比較して別に接聞が秀で為居るとは認められーや

寧ろ友人等からは何も役に立たぬ植物なきに飴分の時間ぞ設やす馬鹿者

位に考へられて居たが恩校の校長のLanaeriusはLin吋会愛L植物に割・す

る非凡の才を持て居ること争認めて居た由である。こんなことて，}JIJに何

事もなく此駿佼に七年を過ご Lて17泊二年には更に Wexicoe町に在る

Collegelこ入慰することになった、併しnilll摩H旨修めるに必要なHebrew語

其他の宗教に閲する塑問は Linneにはさ‘うしても頭に入らないで寧ろ植

物令相手とすることが品11Iに接して居るかの様に感ぜしめた、それが鋳め

にLinneの出来は宜しからす3教授の或る者は迭に此事情令父に告けて改

心会促すに至った、即ち父が意見を求めた或る敬授は彼は牧師よ りも寧

ろ益事働者に適すときへ云ふた、之に依て父母:は非常に心痛したのである
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それはLinneをして立慣な宗教家たらしめるこ tに疑念が狭まれるから

である、こ当に於τLinneIま ff~IJ嬰令修めるかそれとも之奇麗するかの瀬

戸際に立ったが雨親に劉・ずる子 tして父母:の願に従ふて利1・撃を感ぶべく

決心した、けれきも此決心はLinnるの植物に封ずる知識欲を捨てしめる

に足らなかった錦め父は迭に意ケ決して靴屋の弟子入告させるべく決定

した。

同親又は他の者が思fくあらしめゃう として還に其様にならすーして別の

方而に向ふて迭に不朽の名や泣すに至った砂'IJ は古来の偉人の中には Çl~t:

少〈はない、例へばLutberの親は彼令法律家たらしめる考で、あったのが

宗敬改革者となり、 Shakespearは父の業会嗣で央服商止なるべきであっ

たのが劇作に於て英国人は愚かtlr界各国人に其名が簿へられ来り亦今后

永遠に惇へられる様な仕事会錦し:透けた、Linne以前!の植物皐者と して

有名なFranceのTournefortも亦法衣や欝ふ所であったといふ、 Linne(ま

此司王震を知てそれに習ふた課ではなカらうと忠ふが斯様な一致はあり得ー

ないことではない。

それは兎1-角Linneの南親が斯様な決心Jをするに至たのは世間普通の

EEなる親が子。に罰・する)1専来の心配からであって去t:Lil1l1るの頭の傾向を
見抜いたJ:ではなかったのである、若しJ1t決定が其ゑ ミ宣行ぜられたな
らばLinneの将来に就ては何人 も想像することが出来ない。然る にこ・

に誰も忘れることの出来ない人が現iまれた、それは ¥Vexicoeに在た塁手者

で且つ此町の Collegeの教授令して居た JohnRothmannである、彼は

Linneの天才や見抜て居た、印ち Linne止問年輩の者には見得られな

い彼れの知識と震かねば止まぬ性格とをよく承知して居たのであるから

Linneの父が彼を退製せしめゃうとするのぞ見たRothmannlま之は恰も今

や美事な花が咲かうとして居るのぞ純情にも其勝来ぞ見る限がなく ても

ぎ取て終ふのに等しいことであるから之ぞ看過ごすこ とは到底堪えられ

なかったので、ある。 Linneが二途の一つを選ぶべき境遇に置かれたとき

に彼はRothmannに其苦衷を告けたのである、そこで Rothmannは誰に向

てか解らぬが衣の様な断言やしたことがあるそうである、郎らLinneは

如何にして も牧師には儒り得べくはなく却て彼は有名な Doctorとなり

それに依て知何なる牧師にも等しい生活を矯し得るであらう、そ こで

Rothmann はLinnるの父に彼れの勉程家であるこ と彼れの好きな塗の研

究には特妹の才能を持て居ることを象けて熱心な態度必以て彼れの性行

と技能とはJl寄来最も大成したものになるであらうから植物研究の主主に従
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はLめる様に租誘に努めた、それ(1.'みならがRothmannI立彼を家庭に引

き取り生理墜其他に就ては自ら個人的に教授して自分0)子供と同じに取

扱ふと申し出でた、此lIlJJ誘と申出に劉・して父は少なからす'満足必し其意

に委せることになった、併しl手は之に就ては心からの満足~感ぜf守、迭に

Linneの弟にはNび之や繰り返させね矯めに庭に出τ捕物に胸れること
会禁 じた程である。

以后LinnるはRothmannから個人的の敬育会受け持事に面倒ぞ見られた

めに二人の聞はRothmannの死に至る迄好感tこ満たされた、Linneはこ ・

で始めて縞物製らしい植物墜や勉強することが出来た、卸ちTournefort

のInstitutionesRei Herlコariaecいふ書物は彼れに一大光明会奥へ後日
の大成や錯す基礎と偽った、彼は植物も毘品も採集をし毎々好・きな塗に

深く探ね入ることが出来た、従て植物撃に於ては他の生徒の到底j車徒会

許さぬ程の知識を貯へ得るに至った。

新くして Col1ege生活の三少年や綬過して二十才に建し弐に大単に入

るべき準備をするこ止になったが之にも亦様々な困難が供ふた。

彼は家に蹄てからも植物の蒐集 t 大壊への入謬準備 とに時間~:tttやし

其間彼れのJI専来に就て雨親と様々に談合した、父母は此時でも尚Linne

を牧師にさせる考令捨てなかったが彼は審者と植物墜者となる外は他に

希望なL.e決心したが母は之に就て少なからす3悲官、その理由の一つは

例へ静者になっても蛍時は瞥者のJ&入は僅かであるといふ黒iiに在た、斯
くして何れとも決し粂ねて居る時に或る日幾人かの知人がLinneの家に

来て関内でテープルぞ闘で談話Lて居た聞に父がYes，it always happens 

that what a man has delight in， alwayas uceeedsといふた言葉を其の

席に列って居7こLinneは心に深〈銘じたのである、客が蹄てから Linnる

は父只向ふて先程言はれた事はきういふ謬かと尋ねた、父は自分の言ふ

たことはで-うしたといふのかとて別に明かな考を述べなかった、 併し

Linneが尚も返事告遁求するので父は、好きなものが普であるならば自

分は肯て反劃はしない、と答へた、そこでLinneが云ふには、きうカ荘、

を牧師Fなる様lこ4刷、ないで下さい、私はそれには全く向ひて居ないか

ら、といふた、そこで叉衣の様な故障が傘けられた、御前は雨親の裕か

でないことを知て居る、御前が望む所の勉壌をする矯めには多くの都農

~要する、併しLinné は更に日く、若しそれが正しければ紳は限かに守

って下さるでせう、私が望む様に進むことが出来れば・途は自然と関かれ

るでせう、そこで父は眼に涙を持ち蛍惑した顔付きで、紳よ息子に成功

‘' 
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を許して下さい、私は最早好かぬ念に従ふこと ~qm.いないであらう、と
いふて始めてLinneの希望が許された。

昔時Swe性pにはUppsalaとLundl:に二つの大嬰があった、 LundIま彼

れの故郷:IJ、ら近いこと昼前そこの教授で叔父に雷る Humaerusといふ人

が大撃て'の勉壌に.D}J勢するとの約束令することが出来た矯めに彼は 172

7年Lundへ向けて出怪した、所が恰も彼が Lundの町へ到若した時に町

の各寺の鐙が鳴り響て居るので何事ならんと人iこ尋.ねたらはあの鐘は

Humaerusの死の矯めであると解り少なからすも落j臨しずこ、それは.D}Jけぞ

受くるば:IJ、りでなく植物墜及び密接に就ては Humaerusが無ければ教へ

られることが出来なかったからである、止む~得す3秋の皐j聞から外の教

授〈り物理其他雑多な講義金聞くことになった。

幸にも此時Lundに瞥墜t自然科皐とでSwedenでも名高いStobaeusと

いふ人があったので其指導会受けることが目下の熱心な望みであり人伝

介して迭に Stobaeusの家に生活することになり惑にLundに居る聞は全

く同家を去らなかった。Stobaeusは物理及び植物の教授であり後には皇

室のE害者であった入である。Stobaeusの家に於τLinneは岩石、介殻、
鳥類、植物標本等未交響て見たことのない多くの蒐集品を見ることが出

来た、併し始めから之や自由に取扱ふ特権は奥へられなかった、それは

Stobaeusが Linnるや見た時には其風影や態度に普通に始めτ遁ふた多
くの欝製~墜ぽんとする青年と何等異る所がなかったからである、それ

が矯めに先づStobaeusの信用や得る錦めに介類に闘するStobaeusの講義

金聞くこと治した、そしてStobaeusにより多く近づく様にJJめたが或る

時手紙の代蓄をさせられたがLinneの手はそれには鈴りに熟練して居な

かった矯めに役立つことが出来なかった。

知何にして StobaeusとLinneとが親しい間柄となり得たかはLinn付Z

後日に語た言葉が良〈説明して居る、卸ち、私は一般の書物も亦之~購

ふべき金も持たなかった、併し猫逸の製生でStobaeusの秘書役とでも云

ふべき仕事令して居る者と知 り合ふて彼に先生の害訴から匂:夕書籍ぞ持

ち出して貰ひ翌朝は先生の起きる前に返す様に し、之が三ナ月も続いた

併し先生の老母:の寝主主が私のと隣合ふて居たから句晩私の室で燈火が燃

えてFïるの~矢nってLinnれまし、つも f官僚しないで眠るものと考へ火災を

越す恐カfある と忠ふて先生に此事を告rjげこ、そこで先生は或良夜中の一
時宇に来t見た所が蝋燭l;:t，明るく燃えて床の側に書籍~積で起きて居る

私必見出したのである。Linneは止むを得今今迄の経過令語ったmが火
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の不始末をして眠る不屈な者と怒を合で来た先生の顕は忽ち同情に主主1り

最早!回るがよ い明日からは私が自ら ~li:物や貸すと b、ふて出て行た、止t時

から Linneは自由に書物を借りることが出来其勉強振りに感心して食事

(ま机守供にし;燃かも食践を取ら--r自分の子供と同じく取扱ふことになっ

たLinneは毎々勉強し化石や介の講義亦陸撃の敬授をも受けて迭に Stob-

aeusは此ま h 勉叫を預けるならば彼の後嗣にすることぞも昨i出した。

新くしてLinneは諸庇に肱行を錯し植物標本は元より介類の蒐集舎も

行ひ迭にTournefortの書館ーは質際的でーないこと告知てJohreniusのHode-

gus Botanicusに依て研究会進めた。

併し彼が肱行中部t;>172B年五月廿六日に或る動物Jに刺されて臥床せき'

るや得なくなった、 Stobaeusは出来る丈の力を寵 したが容易に快方に向

はなかった、 Stobaeusは所用がめって他に絞れーする必要に迫られた矯め

に大・撃の外科器に治療令托して出掛けた、 ltタトf~j 酵の努力に依て快復し

て六月廿八日 には締里に蹄るこ とが出来た、そして此夏は家にあってい

つも盤らぬ植物の研究に従事したが亦動物j鉱物等に就ても其歩在進め

Stobaeusには彼が我見したことな-e.を手紙に認めて出した、 父は最早

Linneの)1与来は今から綾更させることは出来ないと往生して居Tこが母:は

出時でヰ尚Linneが植物標本を紙に貼り付ける以外に何もしないのを見

て彼女のLinneに劃して持つ希望は到底謹せられぬものと悲で居た。

此夏休みの間に先の忠人の RothmaunがLinneの家に訪ねて来た、そ

して立祇な智者となる錦めにはUppsalaI二打て感ぶべ、き ことを主張した

Linne(ま元より大に之を忍びLundの大接に於ても Linnるの勉強振りと詑

J)がffJ!fて居ることから Uppsela大型に向ては非常μ好都合な澄明会興へ

た、そして彼は両親から 100dalers (日本の金で75悶)令受取て出掛け

ることになったが此金は Linneに向ては親から受取る最後のものであっ

た、八月廿三日に出掛けて四百哩の道令北に指して旗行して九月五日に

Uppsalaへ到着した。

之から更にLinneの生涯には新らしくして且つ重要な揚面が開けて来

ることになる。
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日本の動物撃

理墜博士 石川千代松氏講演

新しし、養盤皐等に就ては皐校の先生方・から敬iまられることであるから

私はその方而のことは11:-.しにして外の事を話してみたいと思ふ。自分は

もう可成り年もとってゐるし日本に於ける動物事の笹生時代のことから

よく知ってゐる。それでその日本の動物墜に就て少し話してみたいと思

ふ。

明治十年に開成事校が東京大療となったがその頃まずご大撃には動物療

科といふものはなかった。そのとき三こと三主主は丁度御自分の研究の

ため江ノ島に来られて江ノ島の漁師の家に願微鏡告すえつけられて腕足

類の研究令準められてゐTこ。そういふわけで東京大事からモールス先生

に大串の敬師になってくれないかと願った所が先生非常に~・ばれ早速大

撃にλられて極力大墜に生物墜科令置くことそ設かれた結果初めてこの

思科が大惑に置かれること になり先生がこの製科令受持たれたのであっ

た。一度先生は故国米国にかへられ再び家族同件で来朝された。これ我

が闘に動植惣嬰掛講座yおかれた初めてどある。
今こそ誰でも知ってゐるがその詰・時モールス先生が来られろ前には日 c ~ 
本人は進化論といふもの‘あることを知らなかった。官時の大製の先生

謹は大抵(ま宣教師であってその頃の2立政師はダーヰン論令知らない人も

あり叉知ってゐて 4これ令非常に毛嫌ひ してゐTこ。その一例として明治

十年に設k が生理壌の講義令きいてゐた 7 カーテーといふ宣教師の先生

がその最終の講義O){愛読k に向ひこの頃イギリスにダーヰンといふ人が

ゐて人間はサルからきたものにーと言ってゐるがそれはまことにつまらな

い設でもしもそんな話をきいても、又本でよんでも決して信用してはい

けぬと忠告して下さった。然るにもはやこの時分ラールス先生は進化論

在裁が園にi除入され一番初めに一ツ橋の講堂で其後市内各所の公曾堂や

劇場等で盛に之が宣博被吹告されたのであった。先生は非常に雄静家で

あったので氏の講演ときけば民衆iμ、つも破れるばかり曾揚に集まって

くるといふ風で13品迎2仏ピルのJ&入があったこともあり進化論は哲くの
間に非常なる力令もって一般民衆の思想となって行った。

モールス先生の一番初めの門人は松浦佐奥彦氏と佐々木忠衣郎氏との

こ人であったが松浦氏は詰時病気でなくなられ佐々木君が先生の第一の
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門人であったの私は官I時大患にはゐなかったが大離の態依1門にゐたので

十七八の頃から動物が好きであった一一これは父の彰響であるが一-j;、

ら準んで松浦氏等の部屋に行って一緒に勉強し、叉モーJレス先生と一緒

にいつもくつ‘いて歩き準化論も一緒に講演して之Iiき廻った。首時間志

のものが集まって我々のために準化論の講義をして下さいといふことや

先生に願った所が先生は非常な御多忙な身にもかおはらづが毎日i理一回づ

s八回の誹義会して下すった。その筆記は同志のものが石川がよくかい

てゐるからといふことで明治十五年先生が再びこられた時出版すること

の許可令得間十六年動物進化論といふ書名で出版した。これが我が園に

於ける進化論の審物がtltに出た鳴矢であらう。 一一この時北尾先生がそ

の審物一一ぐ多分日野先生の蔵書;:)一一ぞ石川先生の前にもってゆかれた

ら先生はあ当これですこれがありますかとさもなつかしさうにその本ぞ

いぢりながら話会つ Jけられた一一一一一所がこの先生の日躍誹議の進化

論には醤時の宣教師謹iz非常に心をなやまし色々な妨害金さしはさんで

ゐfこ。サイルといふ歴史i$:>うけもってゐる先生の如きはモールス先生に

手紙で貴君は明日進化論の講義を致さる h さうであるが明日は日曜日で

ある。この品lt聖なるべき日曜日に悪魔のやうな準化論の講義令なされる

のはもつての外のことである。戒は明日は日|砲であることやお忘れて'は

ないかと書き建られたところがモールス先生は早速これに劃して貴方・の

御注意は本賞にかたぢけない。然し自分は明日は日曜であるといふこと

はちゃんと知ってゐる。知ってゐるげれ共置は自分も謬生もいつもは共

に忙しいから砿更に日幌日令選んで話4をするのである。もしも貴殿がお

ひまであったならば、をうかき為にきて下さいませんか、と言ってよこ

されたとの事である。丁度この日の夕方私はサイル先生の所令訪問した

ところ先生が私に向ひ、 tスター、モールス、イズ、リヅヅル、クレー

ジー、ヒヤ(モールス氏は少し頭令 ~~う j;、してゐる〉といはれて御自分の

頭をさ・れた。

モールス先生は家が貧乏で新聞配達もされ後に記者になったりしてゐ

られた。氏は雄鼎家であり叉摘も非常にすきであった。上手でもあった

先生は左の手でAの昔i令かき、問時に右の子ではBの君主舎かくといふ風

t雨万っかひで然も同時に蓮ふ茜をかくといふやうな或特別なIJ踏をもっ

ておられたマそれで先生は90滋まで生きてゐられたが雨方一緒に使って

ゐられたので都合180';品まで生きてゐられたと同じことになる。 かうい

ふ頭の もち主であったのでグリーンマン先生はモールス先生が生合てゐ

.， 
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られる中に貴方の頭令死なれたら僕に下さい、あけ‘ますといふ約束せら

れた。そしてモールス先生は一つの箱ぞきして死んたら自分の頭やこの

箱に入れてくれといはれたといふことである。グリーンマン氏はこの話

をよく誰にでもしてゐられたのでモールス先生こればかりは困ってゐら

れたやうな課でした。

一一(先生は一寸話を切らしτ時計会出しながら校長先生に向って何時
迄位でい・ですかと尋ねられ校長先生がおかしになった扇で盛にあほぎ

ながら私の子供はよくこんなこと守言ひますn 貴Jilま自分一人自分自身

の認におもしろがって、きいてゐるもの‘ことは考ヘヂ・いつまでも話す

からい治、んと、私は話がすきですからつい永くなってしまひますよと自

分一人でカラカラと知まれた)一一一一

それはそうとしてモールス先生は非常に話がお上手で2-300入の人謹

は先生の話やきいていつも腹やか、へて笑ひこけてゐた。かういふ具合

で先生は誰とでも仲良しになられたのでいつも先生の話令き h に人達が

行ってゐるやうな有様であった。

先生は叉非常に観察眼が備はってゐて何てーも一度観られたものはよく

正確に箆えておられた。その一例としτ先生が或時古物屋に行っτ茶椀
告買はれたがそれにはフタがなかった。所が数年の後外園に行かれ一一

何園Tごったか記者は忘れた一一或古物屋の庖先で一つの茶椀の フタをみ

つけその形や色が非自・に先に日本で買った茶椀の奴と似てゐるの令みて

早速買ひ求められ所が果してそれがあたってゐTこ。

又ある時先生はドイツの~町.lêJ馬車にのって行かれてゐた。所がその

町の届先令馬車の中からみてゐられる とそこにたくさんローマ時代のカ

ワラがあるので早速その園の考古接者にたづねられた所が、その考古，c*

者もいまだそこにローマ時間のカワラのあることさへも知らなかったと

いふことである。叉或時人類製曾の曾鎮でた くさんの製者が南洋土人の

弓ゃいぢくって、それやさ・んなにして射・るものであるカ、皆不思言義に忠ひ

雄一人として正確に射る1i法会知るものがなかったが、モールス先生は

日本にゐられた関係上弓道にも遁じてゐられたので早謹その弓の射方に

ついて質際にやってみられたら居合せた墜者濯も皆驚いてしまったとい

ふことである。

或日先生が荷車の窓から大悲主主に線路上から骨等が!Hたの.Ieみられ早

速その骨について研究令されたことがあり、恐らくこれが我園に於りる

人類謬研究の初めであらう。これはio，っと後の認であるが同じ大森の杭
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車の中にじっ』座ってゐると隣府で二人の男女が一夫婦・ではない一時に

モールス先生の誌やしてゐるのでじっときいてゐると何でも話してゐる

そしてそれがウソで之ること令話すので私は失躍とは思ったけれ共その

人達の話令訂正してやったこ ともあった。

モールス先生は非常に瀬戸物が好きで或日大隈重信氏の邸宅に招かれ

て行かれた時である。先生は先生一流の話振で盛に大限さん止話してゐ

られる中好きなことではあり瀬戸物の話が二人の間に出ると大隈さんも

自分のJIiO戴の瀬戸物類4甘みんな出してモールス先生にお目にかけられた

モール ス先生は其等の品ぞみて非常に観賞され口そっくして賞められる

ので大隈さんはつい、うかうかとこれもあれもとみんなモールス先生に

下さったそうである。モールス先生は大悦びでそれ等の品々やみんなも

ってかへってしまはれたが、あくる日のこと大限さん所から使ひがきて

その中の大きな瀬戸物はεうかかへしてくれ、決してやる気ではなかっ
たの7ごがつい、やら十にはゐられないゃうじなって、うかうかやってし

まったのナごから、かへしてくれといはれたさヲである。そのやうにモー

ルス先生はお誌が上手ナごった。

モールス先生は日本人が非常に好きで又日本の皐室会非常に傘敬され

てゐた。動物事其他接JI.の1.);獲に劃して日本から先生に勅r;tが贈られた
が先生はその勲本金決して色々な場合につけられ7炉皇室閥係のことの揚

合のみそれを侃刑された。動五1:~貰ったら いくらするすごらう等口にする

外人と JSひ比べ‘るとき先生の高潔なる心が窺はれるではないか。

話せばいくらでも何時間話してもつきはしないけれ共もう随分ながくな A 

ったからこれ位にして止めておかう。(終〕

石川先生のこのお誌は昭和四年八月十九日本校講堂でなされたもので

これはそのお話の筆記である。品市子にこしかけたまおでノートしたので

あるから一々くわしくかくこともでき歩、かきもらしたこともあると思

ふ。また先生のお話令かきまちがへた所もあるかも知れない。この全文

の責任は皆記者にあることを言明しておく 。

倫その頃丁度夏休みで一年生三年生の諸君は留守であったからこ溢に

その筆記文会出して御一説や願ふ次第である。

(192D・9.29・ MATUlVIOTO-TOIVIOKI)

e 
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地球の年齢

中 島
時 』

庇

吾々は既に星嬰者、地質事者及び物理撃者に依って地球の根源を知る

ことが出来た。卸ち彼等(ま太古、太陽がーの廻り燃えつ おある物質の塊

で禾1::鏡縮せぬ可成大きいものであって、更に一暦迅速に廻轄して居っ
たと考へ、而して此の廻韓中に分離した破片が遊星奇形成したと思った

のである。吾が地球も此の遊星の一つであって、地球の根源て'あった燃

焼塊は二分して其の大なるものが地球とな り小なるものが今や冷却静止

せる月である。

星事者iま首時は太陽、地球、月及び締て他の天龍が彼等の現速度より

も大なる謹度で廻縛してBったこと蛇に初め地球は其の上に生物が生活
し得なかった鹿の燃焼物であった と言ふことや吾kが考へるに他ない理

由ぞ興へて居る。叉彼等(ま太陽が白熱i伏態であるとは臨も今は過去にあ

ったより甚古冷く、且つよ i)~犀〈廻輔 しつ‘ある こと や信ぜ しめる犠に

飴儀な くして居る。更に彼等iま叉地球の廻る蓮さ が次第に減少しつ‘あ

って且つ誠耗を持続すること、郎ち換言すれば吾々の一日は衣第k ，'<に

b 長くなる と言ふこと 、蚊に地球の中心にある熱は'il!k として消費される

ものであることやも吾kに示したのでみる。現今の一日 の三分のーもな

い日があった。燃える太陽が今日より更に大きくあった時には大容ぞ慌

切って日出から日渡迄向島度眼に見えて動いたに相違ない。叉JI年来に於て

は一日が今の一年程にも長くなり、そ して冷え きった太陽は己が光り令

失って大祭に動かi'"揚る時があるであらう。

如何程地球が経過したか?と何人も考へるが向i比の疑問に劃する答は

誌に漠然であって各駆者により異って居る、地質J墜者は現今地暦が蓄積

した害lJ合10研究して地層の厚さぞ見積り比例の計算令して居る n 而し地

質事の*車は地質感者が廻す程礎貰に廻らないormち過去に於ては地球
はより早〈廻轄し、太陽はより接近して居り 、地球はー居に成形的で且

つ潮はより強く風波よりも激しかったからである。

地質感者は多分地球の年齢10誇大して居る。文古生物事者も其城を)j免

し得i"'・して純族の準化に長年月必要求した百fiし程は愛化するのに何故斯

る長年月10要求するか年Ij断にむつかしし、。ArthurKeithは人間は僅に五

百代の中に可J氏の箆化令受けたるものであると言って居る。

• 4 
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星墜者及び天惜の冷却速度及ひ'熱の蹴散、叉lま原子襲化の極kなる方

法に於ての彼等計算令基礎として居る数!~~者は地球年齢の許容範閤令縮

める傾向がある。

吾々は諸接者の異る見積りの組問~奥へるこ とが出来る。もし吾々が

今日の時計の時間で時金示すならば地殻の初めの固化と今日止の聞に経

過lt.こ時は殆ε・二億年以上恐らく二百億年以下であらうの 1!Jfの如〈非常
に)Jl(い範閣である。時に就て此等数墜の不眠置は吾々;さ聞の測定距離の

正E程度に比して驚く程である。例へは太陽迄の距離は約九十三億哩に謹

して居るが高k の誤差範圏内で其の距離の鐙・異は二乃至三千哩である。

(1929、9、19) 以上

血液の浸透竪

北尾淳司郎

血液は極めて被維なる組成令有する、蛋白様有機化合物の三ヱムよ水

溶液であって、街は微量の費l~機E担額をそめ組成分として、必歩合有して

居ることは一般原形質と同様である。今この事l~機臨類の血液中に於ける

作用は、主として物理的であって、それは血波の浸透座を一定に保つ上

に於て、大なる役目や演じて居るのである。

先づ浸透駆とは知何なるものかと言ふこ と令説明する必要がある。例

へは‘悲に食盤~水に溶解する時は、食挫水を得るわけであるが、食抱*

に於て、溶解せる食盟を溶質と言ひ、それに劃して、水 '~l?溶媒 と 言ふ。

今食盤水守一つの膜に包んで-、これ~水中に入れる時は、若しもその脱

が水会自由に遜して、溶'Elたる食盟会通さない様なものでめる揚合は、

膜中の食臨水は、周閣の71<と濃度や卒均せんめんとする傾向令有し、従

って周固から水が!良中に入り込んで来るから、膜は11釧長して、その中に

lま一種の睦)Jが生歩ることになる。この底力が息[lち浸透盤であって、浸

透~~引き起こさせる様な牢遜性の膜i'*蓬膜と言ふ。浸透底は、溶液

の分子濃度に比例すゐのであって、創lら、一定得積の溶液中に溶け害す

る、溶質の分子政に比例し、溶質の種類には闘しないのである。溶識の

氷知降下も;がその分子濃度に比例するのであるから、氷品'if降下会比較す

ることによって間接にその溶波の浸透盤や比較することが出来る。今こ

のノケ法によって、程kの動物Jの血液の浸透j藍や検べて見ると衣の様な結
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果が出る。

海棲動物のうち、下等なるものはその1m液の氷l!lli降下が-2、3'前後

である。これは丁度海水の氷~li降下に相官して居るのであって、郎ち彼

等の血液は海水と間ーの浸遜盤ぞ有することになるのである。今試みに

潟水の濃度会種々に変じて見ろに、彼等の血1波は何れもそれらの新しい

濃度の海水と同ーの浸透盤令もつ様になる。的ち下等.海棲動物の血液の

浸透監は、その環境たる海水の浸透墜に一致し、叉それによって鐙化す

る。卸ち全くその環境に依在し環境から支配されて居るのである。

orが同じ海棲動物でも、高等な種類々取って、その血液の浸透堅守、
氷知降下によって検ペて見るとそれがー0、6つ と云ふ一つの恒1設を有す

ることを知るのであって、卸ちそれは、潟水の浸透盤よりも甚すごしく低

いのである。 しかもこれらの血液は、潟水の濃度を鐙じても、殆，しきそ

の浸透墜に盤化を見ない。印ち蕊に於ては、最早浸透監は、外界の支配

ぞ受けないで、それと全〈濁立のある恒敏令保って居るのである。しか

して新の如き恒霊究会保つためには特別の仕掛けか必要な ことは、 云ふ迄

もないことでこれは、高等なる体制金有する動物でなければ、出来ない

ことである。

ヨえに淡水産の動物奇抜べ-て見ると、その大部分は矢張り大体一0、60 の

恒敏会有して居って、これは淡水の-0、020 乃至ーo、040 よりは齢程高
い{直であり、而して叉、外界の~響を殆ん~.受けない黒liに於ても、上越

の高等海棲動物の場合止一致して居る。

最後に陸産の動物は如何止云ふに、彼等は元来、直接間接淡水守飲ん

で生きて居るのにーから、一寸考へでも、 淡水産のものと同様に考へられ

るのであるが、質際検べて見てもその遁りであって、同じく大体-0、60

と云ょj宣教ぞ有し、又はそれに向って努力して居ることがわかるのであ

る。これは約八気墜に嘗る。

要するに高等動物は、その住所の知何にか=はらすa、常に外界から猫

立に一定の、郎ち約八気l監の、血液浸透4臣を有して居ると云ふこと を知
るのである。

所が蕊に更に面白いことには、海桜高等動物の一種たる硬骨魚類に於

て、その卵は、 海水の濃度に従ってその浸透墜を愛化するのであるが、

護生が進むに従って、 それが潟水から濁立して弐第に一定値金保つに至

ると云ふことであって、このことよ り考へれば、かのへツナルの所調生

物療の基礎原則たる、個体費生は系統笹生令操返へす、と云ふことは軍
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に形態事上のみなら歩、 ~t理製ー卜.にも営てはまるこ t になるのである。

今斯の如く、血液の浸透墜を一定に保つのは、如何な るi察官の作用に

よるかと云ふに、淡水産のものに於ては、一方にiま皮l首があって、この

ものがさド透膜として作用するから、体外に血波中の盤分が失はれるこ と

が1n(:く、又一方l背臓は常に少量の主主分を排i!日して、血液中に於けるその

濃度が、従って又その浸透監が、おに一定の{直以J-_に上らない拡ーに保っ

て居るのであるの

然らは卸ち、血液の浸透監は何故に新の如く一定する必要があるので

あらうか。一体血液は身体各部の組織紺l胞に養分ぞ給するのであるが、

それらの組織細胞が血液中から養分そ鉱取する時、その物理的4条件が一

定であるならば、卸ち血液の浸透監が一定であるならば、その憤取作用

は、一定でない時よりも遁に容易に、偶'i'I.に行はれるに違ひないのであ

って、却ち血液浸透睦の一定せる理由は、 一つに此1ftに害するのである
而して潟水の濃度は殆んき一定せるを以て、海棲のものに於ては、.Illl設

の濃度会、潟水のそれに従・ひ、 それと等 しくして置きさへすれば、その

浸透mも亦常に一定に保てるわけであるが淡水産のものでは、淡水それ d 
自身の浸蓬mが、 i時t所とによって非常に異なるものであるから、彼等
は淡水の濃度とは全く猫立に、別に血液採類の濃度金一定に保たなけれ

ばならないことになるのであるa黙らば-0、6つ と云ふ浸透mが何故に
最も生物j体に遁賞するかt云ふに、それは恐らくは、この濃度が原形質

の三旦ゴ」・ゃ、 最も反感鋭{波なろ駅)'L~に保つのに、設も都合がよいから

であると考k られて居るのである。

下等海棲動物の血液は、躍にその浸透監に於て海水のそれに一致せる

のみなら歩、その控分の組成に於ても、嬰々潟水のそれに一致して居る

故に彼等に於ては或る意味に於て、 海水が体内令流れて居ゐ様なことに

なるのである。諸に注意す可きは、淡水産並に陸産動物の血1誠に於ても

その挫類の組成，~、暮k 潟水のそれと間ーであって、@[1ち主 として食撞

より成り、街ほそ の他は少1.;1:の Kcl 、 Mgcl2 、 Call宮、~合んで居る と 云ふ

ことである。 この意味に於て我々の血液i<l、賢に稀潤4されたろ潟水であ

る。それ故に、 多量の血液を失った際には、それと同じ浸渥ru.~;の食挫7.1'<

~血管内に注射する。これ 4令b生理的食主控豊水と云ぷふ、 。 i廷立夜のE研研F肝f究によれtば玄

I血加

みなら1歩3、その組成 も亦一定でなければならないと云ふことが明になっ

たのであって、これによって見れば、元来、 riIiにも越ベブこ践に、 血液中
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の無機盤類の主なる生理的意義は物理的方面に求められる可きであるが

それにしても街ほその他に、イヒ接的意義も大いになければならないと云

ふことになるのである。今野術に於て、補血のために生理的食撹水を注

射するに蛍り、その食関lJ<. が施主計純粋で、全く央*i(~物がない時は、さづか

すると死守招く 様なことがあろのであるが、これに微量のKcl又は Mgclz

q，加へる と、斯の知き危険が当時くなるのである。

設kの血液中の臨類組成が、潟水のそれと皐k同様であると云ふこと

は、叉、陸上並に淡水産の動物が、元来は潟産のものから準化したもの

すごと云ふこと令諮銀立てる好個の事宜であって、郎ち動物は、一般に先

づ海中に生c:、後に至って淡水並に陸上にも出て来る様になったのであ

る。 (1929年9月11日〉

生物の霊光

河井田忠珍

弦に動物や植物が光を費すると云へは所調11("の常人は鳥渡奇異な事で

も述べるかと思ひ込んで或は好奇の眼ぞ障るかも知れない。新ミ何すごか

a 狐狸の妖火や松杉の怪火に就いてでも設き 出し相な気配もする。併し;考

' 

へて見れば幾ら狐狸や松杉が生物't::から と云って強ち今更生物皐上の論
題で bあるまいと思はれる。それなら蛇や猫や乃至は親父やポリスの限

が光った りするのでも説〈ん't:らうなんて茶化しては不可ない。成程そ
いつは動物の放っ光には相違ない。 't::が併しその光たるや質は翠に光線
ぞ反射して輝くに過ぎないのであって鏡や窓硝子や禿頭で光るのと何等

撰ぶ所はない。夫等の光には所謁生物接的の意義令認める事は出来ない

(心理事的若lま哲撃的には大いに論-:9-'る値値があるかも知れないが)随て

私は夫等に就ては敢て論じ様とはしない。私が蕊に設かんとする霊光な

る現象は生物其物が笹光の主体となるものであって云は r屯燈の光瓦斯

燈の光其者に外ならないのである。 (併し!苛部射光植物なるものに就て

は特に附記する積りである。〉

それではさ・んな生物が光や放っか、担考へて見るとそう津山有り相に

もない。頭に浮んで:来るものは先づ盛 とバクテリア位の庭't:。普通これ
以外には一寸思出せない?ごらう 。事質それ位生物の霊光といふ司王に就て

は飴り多くの人の考に容れられて居ないのである。併し-I芝生物喜息苦Jio
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操って丹・念に探し集むれば動植物てd光会放っ種類が相官にある事会知る

であらう。元来生物の盛光なる現象が一般に生物失自身に取っても亦吾

々人類に取っτも左程重要なる意義を有って居ないせいでもあらうがそ
れにしてもこの方面の研究は従来恩者間に齢りにも看過されて来fこ様に

思ふ。成程動物では可成り研究せられよく知られて居るものもあるが植

物に至つては淘に寂塞の感があり今後の研究に侠つ底が孫1:多い。新〈
して私はこの貧弱なる材料を賛に貧弱なる頭11自在以て貧弱なる一文舎建

ね蕊にこの貴重なるリンネ曾誌の末頁会汚さんと企んすご諜である。乞ふ

特に寛恕あらむ事告。

動物と植物とは根本に於ては大体同じ様な原理に従って琵光するもの

であるが、之.:a精査すれば甚1:錯雑して居り而も外形的には飴程趣を異

にして居るから、便宜上衣の知く項ぞ分って別々に説く司王にする。

動物の露光

動物に於ては霊光する個体は植物に於ける夫れよりも活かにその種類

に富んで居る。衣に大略その個々の質例に就いて簡単に説き及ほすであ

らう。

先づ車細胞動物中原生動物に属する夜光虫から筆ぞつけるとしゃう。

夜光虫 CNoctiluca)は周知の知〈最も著明なもので暗夜海面に燐光令琵
する原因として知られて居るが、その聾する光は原形質内の特別なる微

粒体に依って生宇、るものである。同じく原生動物に属する放散虫 (Rad

iolaria)の中にも霊光するものは津山にある。次に睦臨動物の水母:管水

母ウ tヱラ (Pennatura)ウミサボテン (Cavernularia)等は何れも霊光す

る種類であるが、是等l立体の表皮の腺細胞が霊光原令分秘するもので、

叉櫛水母の如きは其7J<管壁及生殖器の細胞から瀧光するものである。環

節動物にも体面から霊光するものが甚?と多く。 浮瀞軟体動物の Phylli帽

roiとかカモメガヒ (Pholas)もその表皮から光令放つものである。それか

ら甲殻類にも例が少くないがその殊に著しいのは介形類に属するウ tホ

タル (Cypridina)で、これは腸管から分泌する一種の液体によって光る

のである。其外調!皮動物にも亦霊光力会有するものがwくない。
以上述べた諸動物の蛍光は大低皆‘表皮中に散在する腺細胞内に在る

特別な微粒体(盛光素〉に依るものである。このものは細胞体内に在

って光を欣つ事もあり、叉ウ fホタノレの知〈細胞から分泌されて後光る

ものもある。

次に新う云ふものの外に倫霊光原令分泌する細胞が体lの一定の揚所に

れ

o 
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集り、時に光を反射屈折する部分を附屈しτ居て専ら笹光を司る特別の
器管を具へて居るものがある。 その多くは量生上より見れば“鐙成しずこ

皮腺の一種H であって、 大低体の表皮直下に位置して構造は覗捷器に類

似して居るから佐々それと誤られる事がある。これは多くは球駅舎呈し

外は色素暦会以て被はれ内には品rll経を受くる霊光細胞があって、遁常そ

の後にはfrf色性細胞からなる反射器があり、叉その前には光線'I'集束す
る3号の晶体会具へ、時にiはまf全を器の運動を可るf鋸電の筋内も附層して居る。

この替種Eの殻光器督管‘iはま甲殻類中裂脚目 (伊Scl山 O叩po飢凶daめ〉 に厨するア fの一麗

(Eupがl肌

へiばまホタ Jルレイカ (Wa批ta出s'nia sci加nt“illa叩nsの)や Hist代eo批te飢叩ut山hisの知iき苦、叉深海
のl暗暗黒樫に棲む多〈の魚類例へlばま Jハ、ダカイワシ (D町ia叩phus)やヱソ (Saur_

ida)等では体面の一定位置に多按配列するの令見る。矢張り深海に棲む

魚にテウチンアンカウ(Corynolophuめといふのが居るが、この魚は頭部

から生えて居る霧の先端に震光器を具へ、之Jl>動かして小動物令釣って

餌食にしてゐる。魚が魚'I'釣る面白い例である。

それから表皮起源のものではなくて 川間充識に属する細胞"が霊光器

管必形遣る揚合がある。被~動物に屈する火体虫 (Pyrosoma) の霊光i誌

はその一例でJ之れは咽頭始部の左希側壁lこ在る細胞集圏から成って居

る。

多;にホタルや其他の甲車の持・って居る護光器lま今迄のものとは大分異

ってゐる。是等i立腹の下側若<Iま体側に具へ霊光の主体となるものは、

J脂肪細胞の箆性したもの"であって、霊光素'I'生す3る細胞は透明な表皮

の直下に位し是より深い庭にある紛l胞腎I~反射器となって居る。前是等

のキ111胞聞には気管分枝と前[1*主繊維とが配布して居て、 護光素に刺戟'I'興

へその作用を議行ゼ しむるものである r盛lま云ふ迄もなく最も著明なも

ので、 fをと云へば成品lま釘論の事母体内にある卵でも幼品でも叉踊でも

如何なる Stageを問はすe矢鯨lこC?)護光する。埜は正に動物霊光界め
権威である。

近時夜光虫ホタルイカ埜の様な霊光動物の体内には霊光バクテリアが

共棲し、霊光原はこのバクテ リアから分泌すると云ふ様な設もある。

霊光の原理。動物の霊光の原理に就いては如上各々の揚合に亘ってそ

の大体は説明して来たが、これが一般の原理は要するに咲の如く説明す

る事が出来る。凡そ動物の霊光は細胞原形質内に在り若くは分泌せらる

‘底の特殊の護光素 (霊光原)Photogenなるものが、その燃焼ぞ促進す
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る働きのある護光酵素 Photoenzymeの助けにより、体液中又は察気中の

酸素に燭れて酸化するに依るものである。

光の性質。 動物の穫する光には熱なく又焔もない。霊光原の消盟量

に劃して非常に efficientlyに光を得る411が出来るのもその特徴であら

う。例へば人工光線の聞のヱネルギーに劃して得る光量は、 fE燈39百瓦

斯燈0、3%洋燈0、04%なる如く極めて微量:なるに反し、埜のそれは96-

97% も光として利用して居る。 1~rんなこと考ふれば人聞の顕の内終も知
れたものすごと壁に!喧はれでも致Lカーはあるまいn

霊光の生態的意義。 これは動物によって一定しないものであるが要

約すれば弐の様なものである。 b 餌食となる動物を誘ふ録。 2，雌雄若

くは同類~認識する録。 3~ 敵を威嚇する焼。ふ周囲を照らす滞。

の手段として役立つものであるが、中には意義の不明なもの或は全く無

関係なものもある様t::。
光の効用。 動物の賛する光は菩k には大して役に立つものはない。

が濁り壁丈は昔支那の何とか言ふ偉い人が闇夜に認:や照すに用ひて以来

1ft入之や以て刻苦勉感の Symbole矯し、今日に至る迄壊校の式鮮や司11 ζ 

辞や乃至は卒業送別歌の中から幾多の青少年急激励し鞭櫨して居ること

を思へは司、その費!~形的な効用は質に偉大なものであらう。叉簡の夜に*

謹を飛び交ふあの優美な盛の姿は五月雨の震に無くてはならぬ一風物で

ある。

植物の露光

量光現象は以上の如〈動物界に於ては著しいけれ~.も、植物界には比

較的その例が乏しいから一寸気づかぬ人が多いすとらうと思ふ。例へは朽

木や朽葉が屡々燐光を放った.り魚や獣の内が偶然光を放ったりすること

があるが、是等は11mちその例であって菌類又は Bacteriaの作用tこ依るも

のにタトならない・。

:jJp々 柄物界に於て本官に霊光力会有するものはと言へば、細菌類菌頒

挫に海産の品藻類(Ceratiumtripos， Peridinium divergens等〉に限って

居る様に思はれる。就中著しいものは護光細菌及び盛光菌の類であるが

攻に夫k宮タ'1]命感けτ説明しゃう。
饗光事111菌ο 後光細菌の中最も著しいものは Micrococcusphosphore-

scens， Bacterium phosphoreum等の桜なもので、是等は何れも死ん百魚

の表面に繁殖して燐光を笹するものである。 Molisch(1904)に依れば獣

肉や3%食臨液に潤ほし低温(90ー120C)に保つ時は盛に霊光するさうで

G 

.. 
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ある。この外に前海路の魚類の屍憾に寄生しτ屡々護光を起す制課1があ
るがその今迄知られて居る種類丈でも十齢種に及んで居る。

号室光菌。 この中代表的なものはツキヨタナとナラタナとである。ッ

キヨタナ(Pleurotusjaponicus)は枯木に生-rる椎茸に似た輩で、川村情

一氏に依れば、傘の裏面の研謂富市脅の細胞からして夜間特異な青白色の

光を放ち、この光は強くて能〈 尉毘の乾板に感す3るといふことである。

衣にナラタタ (Agaricusmel1eus)に就いて述ぶるに、このものは字詰物

生で其菌締には霊光原会合んで居り、この関紙の侵入した木片は暗寄い

所で微光や放つ。この菌tは立特殊の菌締束 Rhiz却omoωI"I判I

して号待守生植物の皮下に蔓延する。Molischに依れば菌紛のみならす骨!髄

も亦光輝金放つといふ。

この外に偶然霊光する輩菌の類は少くはないが大したものではないか

ら略すること‘しゃう 。

護光の原理。 植物の脅光現象に就ては未't:'-充分な研究はないが、本

気中の酸素に直接関係のあること?ごけは明白である。l1!1Iち燐光は*-気中

の酸素を除去すれば消え供給すれば現はれるもので、一般に呼|良作用に

越した候件は光を強め遁しない僚件は之ぞ弱めるものである。そこで呼

吸作用と閉じ事情のもとに於て能〈穫光する事から見れば、植物の稜光

は呼i良作用主或程度迄関係を有って居る稜にも考へられる。が、中には

この闘係を全然否定する感者もあるの併しながら之や要するに護光の原

因そのものは恐らく細胞内に害する特殊物質に依るもので、一種の微小

な環状物質が原形質から形成せられ、これが結品の朕態に移る時に燐光

吾輩するもの‘様であるの向この物質は之ぞ植物韓から取出しでも遁営

な温度摂度並に酸素の供給さへあれば‘能く霊光すると言ふっ

光の性質σ 菌類及びバクテリアの燐光1:-就てその Spectrumや見る

に凡て熱線部は無く僅かに黄色部から青色部に蓬するものであって且つ

股枚組!のないのぞ其特徴とする。偽是等の光線iま詩良.の乾板~感ぜしめ

叉植物に艶して屈光性そ起きしめることが出来る。

光の生態的意義。 植物が何の錦に光巻放っか止し、ふことは明かでな

いが、多〈は輩に生理的に Metabolismゃなした結果生じたものに過ぎ

ぬ様である。併し Ragelheimに操れば熱f存地方の霊光菌類(Mycenail-

lumineus の知き)て'は、夜間毘.f!ill ~誘引して胞子f散布の媒介ゃなきしめ

たといふことであるが、其の外には小生寡聞にして去すごその例を知らな

h、。何れにせよ植物の罷光にはそう大して重要な生態的意義は今の庭見
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出し得ない識である。

光の胞:用。 菌類及バクテリアの光lt.壁のそれの様にIUJ敬的に明滅す

るものではないから、これを，路用して菌燈若くはバクテリア燈令作り夜

間物を照すに用ひることが出来と。文部iにも述べ‘た慌に植物の光は離系

の有無にょうて光ったり消えたりするものであるから、後光バクテリ y

は屡k同化作用争試験する鋭敏な材料として用οられることがある
(B eij erinck)。

射光植物。 これは盛光植物の厳に自ら光を放つ機能はないが特別な

椅.遣を持って居て姐〈光線を屈折反射し恰も号室光するかの知き翻や呈す

るものである。佐々にして盛光植物として取扱はれるものであるから特

に附記する謬である。これも別に特別な生態的意義としてはないらしい

その量も著しい例はヒカリゴ・少やヒカリモに之を見ることが出来る。ヒ

カリコ・ク (Schistostegaosmundacea)は蘇類に崩し洞穴又は岩石の瞬隙

其他の暗所に生やる。この植物の射光部は原締関 (Protonema)であって

原紙世には半透明で上市隆起し下面は柏々回i錐形をなし中に獣倒の楽結

慌を合んむ細胞があるの該納l胞が数多平面に並んで居てその面から強< ( 

光線を反射し青絡色の光を放つに至るものである。1;i.にヒカリモ(Chro-

mu1ina Rosanoffii)は鞭毛植物に廊する極めて小さい蕗であって水中に

生すも ο時y状の--a;IIJ)J@からなりそのー側面には盃駅乃至椀II犬の色素踏が
あって光を反射し、之に相劃するロイコジン球(LeucosinBall)によりqffi

〈屈光して黄金色め光輝を'設するのである。この外藻類のノ、ネモ (sry-

opsi吋では細胞内にある蛋白粒が太陽の光線をを?受けて笠

の藻類Cist初Os伏剖e吋i加t以acωar叫rif白Ornll凶吋s吟)は帝創細Is胞内に接して穿する蛋白質様のIJ小jト、粒に

よつてf輩E色甲ηを呈し、又ヒカ リクイサウ (Me札10凶s討iraRo閃es民ea肌na吋)I陪£潤つた岩
壁面に生じて鮮縁色の光4舎甘放つ。

以上の外に街繍花植物でも戸コノキの根、ヒマワリ、ノウゼンハレン

キンセンクワ、センジユギク、コウワウ廿ウ等の花!'j.Htl夜に光ぞ放つこ

とがあるけれきも、恐らく是等は大気中の電気に闘係するものであらう

と言ふことである o (9.29.京大.寮の一主主にて)

O 
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昆患の鳴管

良二田原重義

可愛い小島が露滴る草叢に永い夜を嶋き明かす;fj(が来Tこ。自分は其等昆

品のq騒音について少し:述べてみたいと思ふ。儲て毘品には色kの嶋昔守

護するものが津山あるが夏の鰐も秋の盛も皆諸君の御承知のilliり支出菅守

護するのである。先づ其器官について観察するに蝉古けは特別に盤謹し

た護音器があるが併し:是も高等動物の如〈聾帯等有するものでないから

一定した昔はないのである。そして他の多くの毘品て'は大拡遡と遡と令

陛合{ませ又遡と肢とを摩合はして昔や霊するのである。今是等0)音J.e分

類すれば四種に分つことが出来るの

打磐昔=慣の或部分J.e他物に打ちつけて聾する昔。

摩擦音=慌の一部と他部とを摩擦せしめて生十る昔。

振動昔=遡、燭角等の振動によりて生-9-'る昔。

燥震昔=筋の蓮動に伴って特磁の膜が振動し其結果生9-'る音。

打撃音 Tappingsound を輩する主な毘品は白蟻。ちやたてむし。叩頭

指:等にして茶立品は極めて小さく障子等に止り上顎や壁や障子当事に打者

けて恰も茶や立てる様な昔守護し、こめっきむ し、は前胸側令品胸側に

他のものに依って激しく打って蜜昔する。

摩擦昔Frictionsoundは最も普通のものでばった類(蟻品科)では腹部と

櫨趨の基部とを摩擦して震音する、しゃうりゃうはった、なきいなご、

ひなばった皆然 i)。

きりぎりす類「金噺科)のものは萄趨の基部と基部とど旨摩擦して鐙昔す例

へばいぶきどす、くつはむし、うまおひむし、きりぎりす等、こほろtr'

f.il に厨す ゐものにはこほろぎ、まつむし、すどむ し等の知く I百1趨のJ;~部

と後麹の基部と令摩擦して霊音するものがある。

きりぎりすと、こはろき'の二手|のものには後麹に鐘駅器と郁する物あり

き τ之が古ij姐の共嶋田 Resonantsurfaceに働いて震音するのすごと言はれて
ゐる今えんまこはろぎの遡の摩擦面を園示すれば衣の様である。
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口

イ

宅り号、りすれ没者器、

l ¥.J) ，援母査定(六笠~)
c ，1) 1寮り令3、郎会T

而して是等の毘品が吾人に問えるすこけの美昔令穫するには此錨朕器会

一秒間賞に2500回も振探勝捺させねばならぬt言ふことである。術{憐遡

目中にも罷雪ずるものありて天蛾科のものには口|吻と鐙とぞ摩擦して雷・

-alliすきうである。きりぎりすの類にある摩擦震音器はおi者と異り是は
摩擦片も鑑駅器も前麹にあるがその摩合ふ部分は雨遡の基部である。此

時是が布ーする笠宮-鏡なる物は共1]鳥器の作用をなすのである。
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振動昔Vibratiol1sOlmd ~穫するのも津山あるが是尚二者に針して蝉の

鳴昔、蜂雌蚊等の飛期時に輩する雪である。蝉は特別な輩昔器会有して

ゐて振動昔を盛するので有名である、今一匹の雄出i立を寸rliって其腹面を観

察するに胸部から腹部にかけて垂下せる腹鱗と都する葉駅物がある。

タF ， ， 

h
q
 

帥
府
筋

包
然
。
一
日

.1
校

D 
ぜみの差是昔椛(朴ヂ母、会j

• 

之は第二の腹節から庄じたる牢固形の背雛，e共に内部に護謹してゐる鳴
器令保護し叉昔の反響'I'l1hけてゐる。更に背錯そ取り其内部を窺うと、

被膜なる薄い膜がある其鼓膜には慌に走れる雛のあることが特徴である

然るに此議設は其内部に建議せる所の V字紙の筋肉と脱ちた器とに連絡し

てゐて是等の筋内がJ&縮に依って誠膜は;;!l:外側に押出され叉内側に陥入

される。此の運動が繕鎖的に間断なく連創することに依って吾人の所諮

蝉の嶋躍を生9-'るのである、[';Jnち主主膜の振動によって昔は笹せられるの
である。耳・卜洋博士の研究に依れは蝉類では鼓膜の振動によって生守る昔

を更に調節する矯に整昔務官なるものありと設きそれには副震音筋、鏡

膜共鳴室、 i'J.'硝i筋等感け、られてゐる。山市は其種類により各特有の鳴聾を

琵するが蓋し:是ぞ?;の器官が預るのであらう e今一つは燥震音である。こ

う言ふと何i:か倣しし、様な感じがするがそれは常に吾々が農場等でみる

所のへひりむし(製名みいでらはんみよう)が適例であるが足先で一寸

踏んだ与叉こと塊でも投り、つけると白色の瓦斬躍を鐙 して逃りるの令能く

兄られること溢忠ふが斯く の泊きものを燥琵昔と名づけてゐるのである

次(ま其等I!烏脅の機能言はご.ui'珠であるが赴も九穆者により色々と護表さ

れてゐるが之は軍LJtl!島品たる本能を果すに過ぎ歩機械的に護昔し讃 ~J

Q 
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るものもあらうが然し乍ら大胞に於て夫k機能や有して居る様に思はれ

るのである。先づ各晶が雄に限りl潟くよりみれば一種の織:蜘こして雌を

呼び乃至は雌の撤心を買はんとするの用舎なすものと見らるべくかくし

て亦近親雑交をなるべく妨ぐるの用 tもなるであらう。tJf:し叉毘品が其

生殖作用i'盆けんがための一手段として美1箆を渡するとのみ解せられて

ゐるのは少 し間違ひであらう。事!~論雌i'得られぬ雄が しきりと鳴き其雌

の近寄った時でさへ1]鳥h・i'鐙へる例へば、えんまこほろき'が雌に自分の

ゐる場所を知らせゃうとあせる時には盛んに、ころころころ、と l鳴くが

雌が近づくところころり一、ころころりーと 1]鳥くさうであるがおそらく

他の毘品でも同様であらう。叉みんみんぜみ、あぶらせ-み、でも其雌が

近寄った時其1]息苦が箆るさヨである。是よりすれば是等毘語lO)1潟昔は全

く雌雄相n;y.ぶための手段として質せられるもの7ごと断定するのは無理か

らぬことであって叉貰際之が鳴昔の主目的であらう。

併し;先に述べた如く是当事毘品の嶋昔以上の外に何等の意味や有してゐな

いt;、と言ふと決してさうではないらしいのである。郎ち今戚;毘品が1]1号音

i'笹しながら此鹿彼鹿と飛び廻るのを見ると恰も雄が雌・4甘得んがために

あせってゐる様にみえるが併し一定の揚所に泰然としてさも得意さうに

美雪令渡してゐるのを見ると軍iこ雌雄相l序ぶとのみは忠はれぬではない

か時に或は高〈叉低く其高低断能に如何にも巧妙に調ぶる令諒いては誰

が其審美の怖を呼び起きぬ者があらうか。

昆品も亦自己自らの嶋昔iこ多大の趣味と感動とを有してゐる花らう。あ

の静かな秋の復主主叢にさへづる松晶、鈴品ぞみても又茶立識や蝉等皆然

り。試みに是等毘品を飼育して置き1]鳥昔の衣第を徐ろに観察せんか釘論

雌会呼ぶために切りと鳴くこ tも.あるが其1]鳥昔及び其鳴き方-とは全く異

った所謂卒和な1]鳥昔令輩すること及び鈴品の如く如何にも呑気らしく而

も悠長な1]鳥昔或はくつわむしの如く愉快さうに快活に輩昔してゐるのは

しばしば吾人が憾験さるるところである。斯く言へば毘晶でも自ら己の

美昔に悦惚として慰むることは恰も吾人が自ら己の美聾?に或は楽器に

より慰むると岡ーなことではあるまいか。否其嶋昔i'聞く他の毘品も亦

其美雪により自己i'慰むることも確であらう。それて悩[が雄の美音を聞

いて其近傍に近寄って来るのは生殖を管まんがための本能的刺般による

のも事震であらうが然し又雄の美雪に自己令慰めんため自然と無意識的

に近寄って来るのも事質であらう 。

其他昆品の1]鳥音には敵)j;威嚇する意味のものありえ苦痛を訴へる意味の

• 
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』
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ものもあると言はれてゐる。 併し完:は好んで護するのではなく飴儀なく

寵するので嶋昔はI!島昔Tこが彼等に取っても嫌な嶋昔であらう。

9!1¥!類では飽〈之等の事質を貰験することがあるが今一J&の蛸が安静に L

て樹液を吸うてゐる時等突然吾等が袋でかぶせ様とする時直ちにぎやー

っと鳴いて街放尿までして逃けて行くことや御承知であらう。叉艇が他

のものに捕はれた時は如何にも苦しさうに悲哀を訴へるのが聞かれる。

殊に蜘駄の巣等に犠牲となった峰等iこ就u、て見ξ と此事置が如何にも良

質らしい。蜘株の毒牙にかおって漸衣弱り行く鳴jN.1立本宮に滅入る計り
に問え叉蛙でも蛇等に噛まれてゐる時も其悲哀を訴ふもの‘それなる司王

令思はづI"!:はゐられぬであらう。街今からは秋になるがあの夜永令鳴逝

す品k の嶋昔に就いては其人々により色々の感じぞ起されることでせう

が鈴品の様なデリナートな昔話144b軒端に聞きながら夢路や辿るのも一興

あり叉何と詩的ではなb、か。 一終- 1929.9.6 

主套考女献

;企士織卒氏 毘盆思議義

品lt野浅次郎氏 趣味の動物科恩

虫 の ~i5 

良三回本正郡:

虫。虫。 Insect。其れは吾入に飴り好き感をあたえる ものではない。

就中御気の弱い御婦人方に、ソーョ、と言ふて、大きな芋虫でも御目に

掛けたら真青になられ、時としては気絶され、 11<よ禦ょ と騒ねばなιぬ
司~: tJ~、仕出かすかも知れない。叉探集等に行って山を歩いて居ると何鹿

かの主さん見た様な方(蛇〉が、足 もとに、俺の藍疲の邪魔するは何鹿の

何奴7ご、と言わぬ計りに ノソリと出られると大の男も吃驚する。併し乍

ら一度虫の事を研究して見ると、面白き一種言われぬ紳秘さの存在する

の令知るのである。故に私共が出会期微鏡に掛けて眺めたり、叉{ま採集

にj度食令忘れ、少し位の危除は顧みがに、足元令留守に して、其の後:s;.

j阜ふて行くが如き、他の人が見たなれば可笑しき極みであら うと思ふ。

前jして途中に溝でもあって、それに落ちこんすfが品后の助f。此の前も

二三人の友人と生白方面に採集に行ったが、其の時は「 ヒメアカタテバJ

や捕えんが鋳めに追掛け、泥日jの中にはまっτ閉口した事がある。某の
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頃は靴を新調した頃であったので、おしいかった事は今でも忘れないο

其の棋にして捕える事が出来ろとよいのであるが、スラ リと抜けられて

遠く高〈飛んで行かれると「チヱツ」と言わざるぞ得ないコ此の様にし

て虫令殺す。吾人に取りて此れ程罪な事は無い。昔から “一寸の虫にも

五分の魂がある" と言ふotlf:し乍ら哉さ3;の生活して行く tに於いて、 害
をなす物告ば害虫として殺ろさざる会得なb、。可愛想記何んて言ふて居

Tこ日には、吾人の生命は無くなる事は明らかなる事貰750古の記銀に依

ると蜂の襲来を受けて、 天日矯めにl暗く 、其れの通過後は作物は言ふに

及ばする総ての物が損ぜられたと停えられて居る。叉享保十七年、四国、

中間等お製ひたるウンカの大害は大したもので、 議農作兵衛の知き人が

多く出で h 居る。止1:れ人間と昆虫との~f攻宇ナご。生寄競走すご。以上の知く

害虫おば、三年目に親の仇に曾ふたが如き心を以って殺すが、少しでも

吾人に利保をあたえてくれる虫令ば、一匹会標本と して殺す限り他は少

しも殺さない積't:。斯の木の間k k々 をJ編k として挺けiこ飛び廻って居

る可憐な者共に、 知何うして悪魔の網が被せられよう 。私は唯ナご彼等;の

誕 しりに飛ぶ割;を見て言ひ知れぬ慰T感-t.るのである。
木枯吹き荒ぶ冬の日我等が戸会立て治冬慌をすると同様に、彼等も冬寵

4をする。:x.マントや才一グアを用ゆるが様に、タト皮'I'作りて中でおとな

しく休んで居る。叉lま嫡となりて土の中で休眠する。真白に霜の降 りた

る朝、人 k!ま/1手気で手や温め乍ら、惑う御座屈ます、と挨拶するとき、
ヒナタポ~ ~ 

虫の事等は少しも考えない。11(:し風の当時し、小春日平Jlに紘側に出でお日向

でもして居ると、 五月蝿く蝿がやって来る。宜際蝿~t ウルサイ奴で、ウ

ルサイ tは五月蝿と書くが{11'k良く出来て居ると思ふ。多のl援い|ゴです

ら斯様であるから、夏近くなると大したものだ。そして僻染病令偽播し

て人間に寄る「及帰すのであるつ;Jt‘全42の雌も少し寒くなると何庭へ行くの

か姿会消Lて終ふ。が腔くなると又出でゐ来る。一体何庭に居るんすこら

う。判らない 0-;::" うしても*1]らない 。 が其んなに考える必要は11!~い 。 少

し暖いと思われる風の醤らない天井やカ γ ドの惑を見て御問。彼等ーは其

底にジーツとしてこび 0ついて居る。私の故郷は田舎で大きな闇火艦が

ある が冬季其底の天井に多くさん静かに11:って居たの会見た事会知って

居る。彼等に取りて動く 司王は大盤な損1:'-0成る可く憾の表面払々小さく
して静カ寸こして居る事が必要7ご。多は地上には且lはー1&も居ない。1:)¥し

掠集するには安手なくして割合たくさん得られる。何んとなれば、多彼等

は土の中ゃ、石の下、木の |法等で冬'~H:，する 。 古文に私共は採集する H守に

。
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は石ゃ、木の倒れた物を、片端からほじくって行〈。居るわ居るわ、た

ちまちにして二三十砲は取れる。彼等{ま飛ぶ事は出来Uいから、逃けら

れる心配はなく、ゆっくりと肱令据えて、煙草の好きな人はそれでも喫

ひ乍ら、呑気に採集する。此の時丈けは仇も敵も味方は釘論、仲普く体

会すり寄せて休んで居る。それで一寸起こして、一匹二匹や犠牲に供し

て、又元の適切に被ぶせてやる。仲普く休んで居るの今其:のま h にして

置ペと可愛想7ごから。

地球の自公轄に依りて月日は絞ち、一陽来復、木々の芽もil専に綻びん 止

して来た。今まで石の下や木の下で休んで居Tこ虫も、何んTごか心持よく

感す、るので、一寸顔ぞ出して見た、四閣は春7ご。梨しき春Tご。遅れでは

ならじと顔令洗ふ間・ももをかしく、冬の衣-'I"脱ぎすて美しく化粧し梨園

の地上にと現れて来る。一歩野外に出で‘小川の流れ令見給へ。何時し

か水上には斯界に於ける名ダンサーたる tツ'スマシが牢闘を拙き乍ら自

然の昔楽に歩調会合せっ‘スイスイスイスィ t町lって居る。道会はさん

で~IR一面に、要iま穂が出 る菜は花盛り 、|眠る蝶k飛び立つ雲雀、吹くや

春風fこもと令権くなびかせる頃、吾人の自に映す‘る物は黄蝶紋白蝶i::。

此庭彼鹿の桑畑には姉さん被りの乙女が摘桑に多f亡i:。今i立春誼時1:。
大恨の自き花のrtゃ、菜種の斑花の中に、ヒラヒヨと遊びたわむれて居

与 る彼等や見ると、春ナゴ春ナごと IUHぎさ'るを得ない。質に彼等は私共に春の

a・

来た事を知らしてくれる天使官。ヱンチ'ヱルi:。過ぐる年の努力に依り

てき・うにか一年金越せた、虫界都ーの努力家たる蜂淫は、叉来る年の用

誌にと盛んに花巻訪れては蜜金集める。

叉此庭の松林彼庭の森の中では、土の中から這ひ7ごした春蝉が、春が

31ミたぞと歌ふて居る。春iま此鹿から初るかの知くに。

而して寂たりし此の地上は、窓、ちにして彼等の、否生物界の倣梨境とな

る。又生事競走場裡ともなりて来る。昔は互に体令寄せて、仲普く石の

下で暮して居た事も忘れて、今日は敵となりて居る。花の奪ひ合が初る

i*闘が初る。窓、にしてis主宰干すご。食肉性のヨイオンLt見Tこ様な虫は、一心
に1:1‘き蜜令吸ふて居る可憐な虫jiEの背後に迫てJて居る。激楽の哀には此の

犠な罪悪IY~ な事が行われてJ:f:る。止tの様な字は秋風立ちτ来る頃まで翻

く。虫界第一の樹j手た正路[立、食物の貯蔵、子供:の伺育、換の構成に忙

しいのそして春が来たと鳴韓協も破れん計りに知らしてくれた春蝉は、

何時しか姿令消して、其の代り勇しく、男らしく、元気よく 111¥ぶアプラ

蝉等の世界となって来て、設警の査患の~:Il踊2 4をする 。 子供(ま蝉袋を持つ
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て、彼鹿の艇、此底のセングンと、 ~!l\1 -:e尋・ねて一心1: 0 ト ンボも出て来

た。子供は暑いのに帽子も被ら十トンボ釣りに夢中75066トンボ釣り今日

は何庭まてe行ったやら"と御旬:さんは心配される。

月日は関守なく、秋風立ら初め、稲田の黄ばむ頃になると、赤色ぞした

トンボが、重く頭-:e霊れたる資波の上を、翌年記高作・7ごと言ふが如くに

飛び廻る。此の頃になると、 春夏に築え て居たものは盛者必滅の理に流

れ歩、一匹たりとも姿や見せない。而して此のj自の王者なる鈴虫、松虫

クツワムシ等部ちピアニスト、バイオリニストが輩出して虫の大グスト

ヨーが初る。満月安天に在りて裁が影を短くr:pして、田匝l路-:e蹄る時草

に真珠の玉が宿せる夕、主事の根元でチンチロリンチンチロリンと鈴会振

ふ様に鳴くのや聞くと、 411わ十自然の美に打たれて、説会忘れしはし耳

や傾ける事がしばしばある。相:坊iに飼育してj度乍ら聴くもよいが縁の下

や路側の叢の中で弾't.る彼唱えの音楽il'聴く J街ほ一層よい。此鹿に於い

て田闘の美に援する事が出来る。rn園生活の味ふべきものは此の舶にあ
ると思ふっ秋も終りに近づいた。 9!1~の後殿を承るツクツJ クボーシの躍を

聴く時、言ひ知れぬ淋しみ告しみじみと味わされる。彼の春夏の華さに

比べて秋は淋しい。ツクッ・グポーシiま其の淋さぞI味わしめるに充分t:。
斯くして日足次第に短くなりて、又もや土の中、石の下にと並居の姿と

な り 、休養のH寺町に入り来り、春の司王共必要に見て居る ~Hごらう 。

1929.9.21 

土壌原生動物に就て

手酒 木 議 男

土壌中に生息する原生動物(!持に繊毛品類一Infusoriaに什ての研究)

に闘しずこ極く大体の記述る?なすことにする。

土壌中に種々の Protozoaが&:害すると云ふ事質jま1837年 Ehrenberg

が最初の後見者であって、英国 Rothamsted試験場がその研究の護鮮の

地である。以来幾多の人々によって、この司王質は踏め られたのである。

その初明の研究は箪なる細胞康的方面にのみ11:ったのであるが、そして

その土壌中仁於ける諸種の作JIjに闘しては殆~•• 勾ー閑に附せられて居たの

である c然るにその後1909年英国 Rothamsted試磁場に於て Russell及

Hutchinsonが"Protozoatheory" tt.る傾説令立て〈諸種の揮蛮性防腐持t

G 
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巻以て土壌を底理して土壌の部分殺菌を行ふ時にその土壌が庭理前より

も著しく生産力を増すことは前世紀の末JUJに己に知られてゐる事置であ

るが)この生産力の増加すろ原因 印ち土嬢部分殺菌の効果ーを土壌原

生動防によって解轄してから俄に Protozoaに劃する a皐者の興味が喚起

されたのであってその後、英国は回より欧米の窮者は競ふてその地中に

秘められた彼等のIII界金f拝決せんと努力してゐ 1.:のである。
Russell等の提唱した所謂、原生動物設の外にも種々なる設が立てら

れてゐるのであってその主なるものは後越することにしよう 。

原生動物中の織毛品(Ciliata)が琵見されたのは1677年 Leewenhoekが

雨水中で蛮見したのが最初であり pnfusoriaJ と云のは彼が之会植物の

葉のInfusionに培養して得たので斯く栂ぶのである。 併し土壌中に於て

盤見されたのはその後凡そ一世紀に、 Ehrenbergによったことは前述せ

る如くである。

前越した土壌部分殺菌の効果は細菌の生物的制限因子(原生動物〉

の除去にあると云ふのであるが、この設が成立っためには土壌中に於て

::J Protozoaが活動態ぞとり食食会たくましうしてゐる t云ふことが必要で

--

ある。而してその食食性は考へ得らるおが普通の土壌中で該動物が活動

態令とるか、否かは種々の議論のある所である、そして上述の設がはた

して正鵠や射たものかをうかは現今の問題とされてゐる所である、しか

して、これは今後の研究に侯つ所である。

Protozoaが土壌中で活動態やとるか否かに付ての今少しのお話会した

いのであるがその前に稼め該動物の Life-Historyを知って置くことが大

切と考へる。その詳細は糧によって異り一分類製上、種決定の重大な

要素ともなるが一こ誌に-k述べることは出来ないが総括して云へは該 .

動物の生活史は活動j凶(蓮動補食令管む・時。〉 と匂裳体となる休11:J問、

UfrJJ物体に不通首な環境に耐へるため以上の機能を宇止して体表から包
装 (Cyst)と云ふ厚膜を分泌して全身i'趨ひ静止朕態にあるもの〉からな

ってゐる。匂袋体となるのは不通蛍なる環境や耐へ凌ぐための保護作用

であり、 事賢それは活動態に比し;醇ー々の薬品、温度に劃して抵抗性大な

るものである。質験の一例として、熱に撃すする抵抗で活動態では最強の

ものでも C580 で死滅するに、包2哀体lま致死温度がC720 の高温である知

きである ο而もその抵抗力は包饗が乾燥する程文大ぎくなる。包装が良

く乾燥保寄に耐へ砂漠地lこ於てすら生活力会保ち得るも斯様な抵抗力争

有するからである。包装の形成は環境の不良と云ふことが最大原因にあ
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ろが必すeしもそれすごりでな〈動物体身体の内的原因も重大な闘係各持っ

てゐるのであろ。

原生動物の包裂は攻の三つに大別してゐる。郎ち保護包装 Schutzcys-

ten分裂包z変 Teilungscysten接合包装 Konj ugationscystenである。ー各

k の説明は一般動物皐にゆづらう。

さて先にも述べた知く原生動物設が成立するためにはぜひこI二桜中で

Protozoaが活動態ぞとらねばならないから活動態知何の決定が蛍然問題

となって来なければならない。此問題の解決に最初に従事したのはGoo-

deyであった。そして彼は在臓の結果繊毛虫はたど包裂体としてのみ土

壌中に存在するに過ぎないと結論してゐる。 (lDll-1916.atRotharnst-

ed)。土嬢中で活動態であるProtozoaiま Amoebae及び Flag叫lataに限る

と信じられてゐた (Russell及Hutchinson.は斯く結論す)のでCiliataの肝

究は疎ぜられた傾向が多い。Martin.Lewin. ¥Vaksman. Cutler. Crump.等

の患者はこの研究に従事してそれぞれ質験の結果や示してゐるのである

がそしてその活動態なることも認めてゐる。即ち或は大JI~のア t ーパ屈

の活動態巻、或は小形のア tーパ腐と鞭毛盛類を叉普通土嬢中にもそれ

等の活動態~観察し特に有機物に富む習:地、肥料~多量に施した囲場、

温室土壌に多~，e。云ってゐる。

Goodeyの繊毛品類は非活動態であると云ふ結論に針抗する注目すべ

き宜験の結果として、ヌ~校日野教授は「普通の岡土に於ても水分含量多

い揚合には織毛塩類は活動態 とな り得るもので温度が短時間でも上昇し

活動に有利になるとすぐ活動態となるJe結論して居られる。卸ちy状態

さえ都合よくば直に食食性な活動態となり叉朕態が都合悪くなると直に

抵抗力強き包裳体に化するものであるから土壌中の微生物の活力の消長

には甚t::影響がある理で従て土嬢の盟肥J&泣の多寡に聞係が特に大であ
り緊要なる研究の劉・象であらねばならぬと力説されてゐる。その土壌細

菌に劃・する制限作用はニt嬢ア tーパの如きに比べ甚だ偉大なるものであ

るとされてゐるのである c最近 Sewrtzoffの研究に依れば土壌ア tーパ

は19r.の殺菌土壌に 50、000或はそれ以上の可な 1)多〈令接種しでも土

壌細菌に罰して少しもtliH限作}司令示さなかったと述べてゐる。

斯様にして繊毛j昔1類はゴ二壊原生動物・墜上(土嬢Protozoaの研究開始以

来米ナご日浅くして、協箆M~J民するまでに至らないのであるから、濁立

した一息科としての、森姿は未だ充分でないすごらうが)に於ける一層重

要なる研究の劃象でめることが分るであらヲ 。

a . 

o 
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::xにまう一度、先のこ仁嬢中での活動態知何の問題に蹄らう の

以上の諸事者(H~忠て活動態争肯定してゐるが米閣での研究は多く

(Koch. Eherman. Fell民lel引r低.

普遇t剣州畑If川n地でで‘lはま諜誤t気がや‘ 手碑年通以 tにあつても活動態をとらす令3多量の有機
物と水分と 4舎甘持つ温室土嬢中に イ小1霊敏主の活宙動~1態接が存在するにすぎな い t 云

つて居る。

土嬢中に於ける活動態知何に付て斯厳に全然反劉の意見を各々の塁思考

に依って述べ‘られてゐるのであるが吾人はその結果の生するる所似ぞ考へ

るそれはーに土壌の直接の桧鏡台Z不可能でーあることに起因することぞ知

るのであるの吾入が覧強室に於て普通土壊の仮盤液-a検するのであるが

Protozoa は土壌の微粒中に密着してゐるために振盤しても答易に遊離し

ないので而して振盤遊離する聞に時間も経るから例へ検鏡 して得た結果

活動態であったにしても必宇、しも土壌中でそうであったか或は底理中に

包装から 出て来たものか(吾k が検鏡するには、普通振藍分離する時甚

'f::しく環境もよくなる理である)判明しなくなる理である。遊離して活
動態となって来る各種の順序ゃ、蓮さ、活動態期間の長さ、なさ'は種類

によって各k異ふのであるし、こ の黒!iに閲 して著者はその初歩の研究を

行ってゐるコ新く上記の観察の困難令除き得る様な方法を見出すこ とが

吾入の質職をより正しき結果に導く嘗面の必要事である と思ってゐる。

要するに今日迄の成績令見るに土壌沼気のI曾加、気温の上昇、有機物質

の豊富と云ふことがProtozoa-a活動態たらしめるものであると結論し得

らる h ものであらう。

衣に吾々が土接 Protozoaの研究会なさんとするには先づ該動物を遊

離して拾鏡して見らねばならないからその遊離方法会こ診で述べること

にしよう。

直接検鏡によって土壌からProtozoa会遊離することは困難であって吾

々は質職安に於て普通過賞な後件のもとで土嬢ぞある培養基中に接種し

て容易に彼等や分離するのであるが質験の結果幸に土壌中で活動態4をと

るものは媒剤中でも亦活動態令 とって現れると云ふことに謹明されてゐ

るηト叉Protozoaの護子守に都合よく媒剰と土壌.:a保つことに於て一層有利

に質駿に供することが出来る理で夏季には宣告温で充分であるが冬期は適

温に(種類によ り釘論異るが普通にCl8o-250) 保つがよ ~ ' o 遊離せし

むべき媒剤は土壌中に生息するすべての Protozoaを遊離することの出

来るのが最も理想とするが釘前 Protozoaの種によりその趨感性.:a異に
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してゐるし叉栄養や温度、水分、湿気水素イオン濃度等多くの左右すべ

き陳干1"があるから完全なるものは得ることが出来ないすごらう 。而して媒

剤の種類によりある温度によって分離せらるべき Protozoaの騒があり

とすれば各々の種族の研究上には極〈便利な理 Eある。Killer(1913) 

及(Cunningham及び Lりhnis(1914)等は暫.々の細菌月]培養基令用ひτ賢
験し Protozoaにある程度の食物選探作用があり、従て Protozoaの築養

となる微生物のある特妹のもののみに適する媒剤会用ふれば遊離される

所の Protozoaの種数も自ら限定されるものとしてゐる。遊離方法に現在

一般に用ひられてゐる良好な媒劃は乾草浸出液、ご仁嬢浸・出液であるが固

体培養基や用ひて質!識するに便利な揚合がある。 Kopeloff，Lint， Cole-

mann(1916)等は種k の媒副会比較研究した結果その濃度も Protozoaの

遊離に重大な関係のあること令述べてゐる。吾，，kが質験室で最初に且普

遜に用ふる媒剤lま上越の乾草浸出液(禾本科植物浸出液)と土壌浸出波で

あっτ(製法は省略す〉溢谷正健氏は良質の乾草チモシ -20grを裁断して

約1立の水と共に煮沸して約 500c.cに煮詰めてi慮過したものぞ再び水会

カflへー立とし少量 (7 、5gr) の食主主~添加して殺菌後そのま為 !l!i制とし

て用ひられ好成績ゃあけてゐるとのことである。

媒剤はなるべく反踏を中性又は弱アルカリ~なす必要がある。普通 k

記の知き液体の媒削の場合は溶液100c.cT 200c.cのEhrenmeyer-last中に

入れそれにfJ~試土壌約10-20gr~接種して振最後綿栓する。多蚊の土壊

にやjて付て見る揚合とか、同一試料金多く mふる時は大Jl~の試験管に媒

剰を入れこれに過賞量の供試土壌をJ入れるが簡便であることがめる。新

くてC180--250位の温度(温度は種により遁温が著しく異るこ tは前越し

たが可なりJP::範園に遁雌性を有する〕に保っと Protozoafま接種後3日目頃 -

には媒剤中に多〈遊離して来る。大体小7肢の鞭毛畠が最初に遊離し小〕医

繊毛品大形の鞭毛晶、大形の繊毛主主、ア tーパと云ふJj国序である。そし

て凡そ--7'月で遊離令終るものとされてゐる c期i<遊離して形態E54的分

類事的なきの研究令なすのである。貰!域によっては Protozoaの或;穂令

別に分離培養 Lて置くことも ある。そして遁常染色法制~j ひ Protozoa

の体伝染めて貰織を進めるが便利である。

土接原生動物がIJ['界各国に於て認められてゐる麗扱は現在繊毛品類の

みで1ß~離 (spp.~含む-日野 1929.9) である。今本邦に於て認められ、 震

表されてゐる、土嬢繊毛Ztl類や衣に掲u-て妻考に供しようの
Balantiophorus elongatus， Schew. 



Blepharおma.sp. (Shibuya.) 

Chilodon cucullus， Mull. 

Colpoda campyla， Stokes. 

Colpidium. sp. (Shibuya.) 

Colpoda cuculIus， Steinii. 

C. steinii， Maupass . 

. Cyclidium. sp. (Shib町a.)

Enchelys. sp. (Sandon.1927) 

Glaucoma Scintillaus， Ehrenb・

Gonostomum plagistricha andoi， Shibuya. 

G. affine， Steinii. 

lIalteria， sp. (Sandon.1927-28) 

日olostichaverualis， Stokes. 

Oxytricha pellionella， M註ll.

Pleurotricha grandis， Steinii. 

P. lanceolata， Ehrenb. 

Uroleptus.sp. (Sandon1927-1928) 

Uroleptus. sp. (Sandon 1927).? 

Vorticella campanula， Stokes. 

V. microstoma， Ehrenb. 

Vorticella. sp. (Shib町a.)
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以上14種と8.spp.であって未t:本邦に於けるこの方而の研・究はその初
歩であって斯嬰研究の墜者として吾図では日野、組谷氏の二指~屈する

位のものであらう 。

前述せる知〈土壌部分殺菌に閲する事設中 Russll等の提H自せる原生

動物設の外に攻の様な設が立てられてゐるのであるが今その各々を簡軍

に紹介することにしよう。

J. 刺戟説。 都震性防腐剤が直接iこ、作物根叉は微生物令刺戟し

てその機能会旺盛なら しめると云ふ直接刺i設設と、部分殺菌によって土

桜中に有機物の化墜分解が起りそれが細菌や刺較して活動を増進すると

云ふ間接刺戟設がある。

11・淘汰説。 部分殺菌によって土壌*:111商問に掬汰が行はれると云

ふ設である。 @flち有害細菌が抑制されるのに反して、有益細菌の繁殖が

促進されるから庭理前よりも著しく有益出III閣の生産する作物栄養物の量



(3勾

か増しその結果作物めJ&穫が多くなる t云ふ設である。
II'. 病原細菌設及菌類説。 部分殺菌の効果は作物に寄生してその

生長を阻害する病原告111菌又は菌の撲滅にあり t云ふ設である。

IV. 露素説。 微生物の機能会抑制する土嬢中の毒素を除去する舶

に於て部分殺菌は効果あるもの とする設である。

V.原生動物説。 前越した所のもので、更に最後に附加しておく。

印ち部分殺菌によって抵抗性の弱い原生動物が死識するために生き残っ

た細菌は原生動物の食食会売れて鹿理前よりもその数が激増して作物に

有効な物質(アンモニア)や盛に蓄債すると云ふのである。換言すれば

細菌の生物的制限因子の除去にあると云ふのである。

衣に Protozoaが土壌中で活動態る?とるとしてもその数が細菌金制限す

ることに充分でないならば彼の原生動物設の根践は極めて薄弱なものと

なるを売れざるぞ得ないから計数と云ふことは極めて重要なこと h なる

のであるがこれも亦先の活動態決定の揚合と同ーの理由から生1'-る困難

に陥るため正確な鍛値を得ることは現在では不可能と云つでもよb、。而

して同一候件のもとで同一方法で甲乙の土嬢中の程故金計算したとすれ

ば甲乙の相艶的政値や得ることが出来る。叉土壊中の Protozoaの多少

は土質、天候、栽培作物の有無、施肥料の多少、土暦の深浅等色々の僚

件によって左右されるのである。質験の結果地表土から六吋位迄の問が

最も該動物の多い部分と知られてゐる。 Cut1er はこの外界の影響によ

る童文的差異の外に外界とは無関係の政的襲化が日毎に起ってゐることや

認めてゐる。現在迄に用ひられてゐる計数法に童文法あるが、今こ sでは

省略して衣に進んで行かう己・

で、これまで度々土壌 Protozoae申して述べたが、それは決して土

壌特有の原生動物 と云ふ意味ではない。その殆-e'全部7.1<.棲のものと共通

である。土壌原生動物と して最も普通に我kが貫験室で認め得るもの ‘

中で繊毛if!'，[l類に付ては本邦に於ての詳しい成績を記したが更にこ叶こ、

他の種類や合して最も普通な ものぞあぐれば衣の様な色のである。

根足品類(Rhizopoda)・........Naegleriag1'llberi

鞭毛品類(Flagellata}..・H ・..Cercomonas crassicauda 

Heteromita globosus. 

Oicomonas termo. 

繊毛品類(Ciliata) ・H ・.Colpidiumcolpoda. 

Colpoda cucullus. 
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colpoda steinii. 

ぐ目白子品類5porozoaの未't::土壌中に鐙見せられないのは著しい

特長である。)

土壌原生動物の作用に就てに先にも少し述ベアこが最後に今少し述べ、て

この稿をーまづ終へたいと考へてゐる。 Protozoaの地中に於ける作用に

関しての宜験成績は甚't:.少いのであってこ誌に充分なる紹介も説明も出

来得ない次第であるが原生動物が食菌作用令遅うして土中の有用な刺l菌

を減じ従て惑には作物の減政令来すと云ふのは所謂原生動物設ぞ唱ふる

嬰者の見解であって、Protozoa の有害性金認むるものである。併し又

一方彼等の有益作用が認められてゐるのであって、 Protozoaの存在によ

って「アゾトパクター」の察中窒素固定量が却て細菌の盟濁であるより

も多くなり叉アンモニア生成細菌の作用も促進されると云ふ結果が貫験

によって謹明されてゐる。これは Protoz叫が過剰細菌を捕食して細菌

の新らたな繁殖を刺戟促進せしめるものらしいと云iまれておる。細菌が

繁殖生長する際にはすべて窒素回定とかアンモニア生成等の作用が宇1，ふ

現象"('細菌が極限密度に到りそれ以上繁殖せぬ揚合に Protozoaがこの

限度-7?破って畏れるとそこに新に細菌繁殖の齢地が生じ従て細菌の作用

が長〈維持されて行くため古ij述の棋な好結果が見らる 為のである。叉日

野教授は土壊酸土の上昇を抑制する作用あること会認められ更に土壌中

の病源菌の紹誠に奥ってJJあることを述べられてゐる。又一部の人謹に

依って Protozoaの有機分解作用がllBへられてゐるがこれは有機物分解

細菌が輩濁であるよりも之と共事するとー居促進されることぞ意味する

ものではないカ、と考へられてゐる。土壌 Frotozoaの作用に闘してはそ

の賢験成績なき多く見るべきもの h ないのは前述の遁りで今後の研究に

依てを・んな驚異的な結果と誼明が述べられるか午IJらないすごらう。秘めら

れた彼等土壌微生物界には必ヂや大集圏中の共築共存の法則が行はれて

居る事であらう。叉見事な卒衡作用があるに建ひないだらう。吾人が賢

験室'l'遇して、瀬微鏡の硯野に潤いて見出し得るこれ当事の境地の探検こ

そ興味あるもので、斯界研究の徒ぞしてー暦幾多の難関苦闘に耐へしめ

る所以であらう。

この稿ぞ草するに嘗つては弐の妾考書に待つ研が甚't:.大であった。

溢谷正健・…・・土壌原生動物に闘する接投(東洋製装雑誌〉

溢谷正健…・・・土壊原生動物の遊離β法。(路用動物製雑誌1929)

Hino.I・・H ・・…50ilCiliates recorded from the Soil (1929.9) 
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Hino.I.……・・土壌「プロトゾア」に閲する研究(農接合報〕

I-LSandon........ .the Composition and Distribution of the 

Protozoa Fauna of the Soil.(1927) 

Chia Chi Wang ;.........Study of tbe Protozoa of Nanking 

(PartI.1925) 

栗樹の隔年結果性!ニ就て

(特に品種によ答隔年結果の相違に続て)

松 原茂 4封

果樹類は一般に隔年結果性そ有して居るが其の内でも特に我が閣の柿

の知き比較的此の性質の甚だしい果樹である事は一般に認られて居る鹿

である。外国でも最も重要な果樹である奉果、洋梨等に於て此性質の甚

7ごしい事や Chandler氏(的其の他によって報ぜられて居る。

此の隔年結果性は只に種類聞に於て相蓮あるばかりでなく、各品種の

問に於ても甚だしい差のある事は Emery氏(5)会始め内外の闘器取者、

質際業者の間に於て度々報告せられた鹿である。

而して其の隔年結果の原因に就いては主主揚農感士 (9)其め他我が閣の

圏整業者は智一様に養分の不足会重なる原因とし、関定、施肥等の首;e

得れば之;z，防止すべきや遇られ、 Roherts氏も亦同様の読ぞ述べたるも

氏は更に土壌中の沼気、天然状態の相違等もあづかって力ある伝説かれ

て居る。我が園でも山田性正農恩士が縞井懸の松平試1;2・揚にて柿に就い
て貰験された鹿によるも矢張自然の影響の大なるを述べられ、Emery氏

(5)も同様に地方-の異なるにつれ相遣するぞ述べらる。

然るにButeer氏 (3)は苧果に就いて貰職の結果枝僚の花芽形成には満

二ヶ年令要するを指摘して、形態製根掠の本に隔年結果性会摘花、摘果、

現定ぞ以って防ぐ事の無効なるを述べ最良なる方法は只栽培法に留意す

べきにある事ぞ述べられKain氏 (7)も亦一度隔年結果性令生ぜるものは

技術的方法によりて容易に之ぞ訂正し得ざる事会質験し、最初より栽培

法に留意すべきを述べらる。

而して以上の諸説は Kraus，Kraybi11南氏 (9)の炭水化物t窒素の比

の研究によりて蕗分明瞭にせられたるも、街種類、品種間の相違、各種

の素因等に至りては今後の研究に倹たなければならない。
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我が園に栽培する多くの果樹は既に比較栽培試験の結果品種並に種類

の間の隔年結果性ぞ梢知るを得るも、栗ftHに就いては未f:::何等の報告な
し。往々之に就て記述せるものも比較試験の結果にあら歩して想像的目

算なるを以て、著者は先づ各品種間の隔年結果性に就て報告せんとす。

本質域調査に使用せる栗樹の重要事項は衣に示す遜である。

1. 栗樹各種を約2本乃至4本~栽植せるものを供用し、大正六年より大

正12年迄7個年間調査を翻行したのである。

2.栽崎地は南南西に而せる1i:fi$1約15皮位の山地である。

3.栽植は約2聞の距離である。

4..栽培管理は衣に示す通りである。

a，箆定極めて軽度に行ふc郎ち枝候の!日1引穴枝のiJy除等にして毎年

二月中に行った。

b，施肥は毎年一回冬期施用す。其の量:は攻の標準による(但し年々

増加)

樹齢 窒素 燐酸 加里

5年生 3.375 3.375 3.375 

6 4.500 6.750 6.750 

7 5.625 7.875 7.875 

8 6.900 9.375 9.375 

9 6.DOO 9.375 9.375 

10 7.500 11.250 11.250 

11 7.500 11.250 11.250 

12 7.875 14.250 14.250 

13 7.875 14.250 14.250 

14 11.250 17.250 17.250 

15 11.250 17.250 17.250 

c其の他適宜除草、薬剤f散布、病虫害麟除を行ふ。

5.使用品種

早生種一豊多摩早生、盆栗JII

中生種ー銀寄、m尻銀寄、鹿瓜、今北
晩生程一金赤、岸根、長光寺、霜被

以上の標準tこより管理せるものよ り得たる結果衣の女uし。
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品種名 |震|芸|器|採 』投 期 |最醐|個数|重量1221最大泉|
本 月日 9月.日 月 日

26四4 6852 E 2 7 5 8.2ll- 9. 9 8.2り 2.8 4.8 

2 8 6 8.15-9. 5 8.23 236 522 2.2 5.0 

w多摩早生 6“ 、 9 7 8.20- 9. 2 8.25 310 701 2.3 4.5 
2 10 8 8.22 -9.12 8.28 441 1.056 2.4 4.4 
2 11 9 8.20-9. 6 8.24 66 205 3.1 5.3 

2 12 10 8.20-9. 5 8.27 872 1.927 2.4 

1 6 4 9.17-9.26 9.17 321 2.4 

1 7 υ 戸 9.14-9.25 9.02 256 593 2.3 3.2 

1 8 6 一
盆巣liI 1 9 7 8.29- 9.14 9. 2 110 123 1.1 1.8 

1 10 8 9.16- 9.21 9.19 369 1.7 3.7 

1 11 9 9.8-!J.18 9.18 254 2.9 5.0 

1 12 10 9.22-10. 3 !J.27 12 317 2.5 3.!l 

2 6 9 9.18-]0. 9 10. 2 473 2.666 5.G 

2 7 I 10 9.20-10. 8 9.25 156 733 4.7 9.7 

2 8 I 11 9.17-9.29 9.23 389 1.853 4.8 8.7 

銀 者子 2 9 I 12 9.14-10.11 9.20 1.289 5.089 3.9 9.7 

2 10 13 9.21-10. 8 9.24 279 1.625 5.8 10.0 

2 11 14 9.18-10. 4 9.26 952 4.610 4.9 10.8 

“ の 12 15 9.22-10. 1 10.8 178 6.7 10.0 

ヨ・.

2 6 9 10.1-10.L8 10.9 465 2.462 5.9 9.0 

2 7 10 9.28-10. 8 10. 1 131 468 3.6 5.53 | 
2 8 I 11 9.23-]0.14 9.26 52 281 5.4 8. 

間尻銀~ 2 9 I 12 9.20-10.13 10. 6 487 2.218 4.6 13.0 

2 10 13 10. 1-10.12 10. 5 230 1.115 4.8 7.0 

2 11 14 9.26-10.11 10.2 691 3.328 5.4 8.3 

2 12 15 10. 8-10.20 10.13 214 1.167 5.5 8.7 

2 6 9 9.19-10.12 10.2 903 31.060 3.4 7.5 

2 7 10 9.25-10. 8 9.30 223 974 4.4 6.9i 

の“ 8 11 9.17-10. 3 9.29 752 1.919 2.5 6.5 

鹿 瓜 2 9 12 9.20-10.18 9.27 917 2.911 29 5.8 

2 10 13 11.21-10.10 9.29 303 1.431 4.7 8.1 

2 11 14 9.21-10.11 9.28 1.93] 7.851 4.1 7.5 
6M 3 12 15 10.1-10.16 10.10 730 3.799j 5.2 8.0 
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3 6 4 9.18-9.26 9.21 92 217 2.4 

。~ 7 5 10. 1-10. 8 10. 2 188 394 2.1 3.7 

3 8 6 10. 1-10.14 10.14 32 92 2.9 5.0 

-今 北 3 9 7 9.29-10.18 10. 4: 1.484 4.157 2.8 6.5 

3 10 8 10.3-10.14 10.10 494 1.599 3.2 5.3 
3 11 9 9.30-10.16 10.9 613 2.253 3.7 7.6 

3 12 10 10. 8-10.20 10.16 809 2.427 3.3 8.4 

3 6 4 10. 5-10.18 108 962 5，1 8.fi 

3 7 5 9.25-10.8 9.3 149 1.263 5.1 7.f 

3 8 6 9 . ~5-10. 5 10. 18 136 4.4 7.1 

長光寺 3 9 7 9.22-10.18 10. 1 194 2.031 6.4 ll.~ 

8 10 8 10. 5-10.10 10.10 45 352 6.0 8.4 

3 11 9 9.23-10.14 10.4 169 2.430 6.4 12土

3 12 10 10. 8-10.18 10.16 48 596 7.月 9.9' 

3 7 υ v 10. 8-10.24 10.21 22 126 4.3 7.1 

3 8 6 10.22 10.22 5 38 7.6 9.' 

霜 被
3 9 7 10.13-10.25 10.22 174 1.410 8.1 12/) 

3 10 8 10.20-10.28 10.22 73 603 8.3 13.~ 

3 11 9 10.14-10.26 10.23 272 2.387 8.8 1451 

3 12 10 10.22-11. 3 10.26 298 2.814 9.4 15.~ 

4 9 5 10. 6-10.25 10.13 234 1.077 4.9 10.4 

金 赤
長 10 6 10.3-10.22 10.10 511 1.958 長.0 8.l 

長 11 7 9.28-10.30 10.19 237 1.215 5.1 10J 

4 12 8 10.18-10.30 10.22 181 9.875 5.4 9.4 

4 9 5 10. 8-10.25 10.15 6.7 12.つ

岸 *! 生 10 6 10.10-10.25 10.12 
536! 3.024 5.6 10.l 

4 11 7 9.28-10.19 10.9 378 2.149 5.7 1υ0': 

4 12 8 10.24-11. 3 10.24 79 573 7.2 11.fl 

以上によりて其の結果を判歩るは、目下生長中なるを以て早計に失す

るの感なきにしもあらさ'るも大体の隔年結果性を知るを得るJ:"もに、

各品種一共非常の隔年結果性や有する事や註するものである。

雨して此¢性質は肱量多き銀寄、鹿瓜、今北等に甚7ごしく、 J&量砂き
霜被、長光寺、金栗等の如き品種に砂きは闘表1.Hによりて見るが知〈明

かであるが其の主産量は各年別に見るも結器量に見るも備前者の多き令
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知る o

E欠に樹齢と隔年結果の関係令見るに以上7年の内にては何等の箆化な

く特に気候の著しい影響なきi浪り年々正しき隔年結果をなすが如し。特
に同一樹齢のもの忌聞に於て異種の揚合にても殆んさ岡ーの鐙化舎なす

只前表中金赤、岸・根の他と駅況の異なるも樹齢若くして結果の隔年生を

異にせるもの正見て差支なきものと思はる。

気候も特に甚しきもの以外は影響なきは既に記した庭であるp が此の

試験繕続中特に影響せるは大正七年九月二拾四日の大潮風被害にして、

此の時の被害はあらゆる果樹仁及したるものにて(園整試験揚潮風害調

査報告妻照)只に架樹のみにあらざりしを知る事が出来る、それ以外非

常の彰響ありしを見ない。此の被害のため以前は隔年結果の年令異にせ

ゐ銀寄、田尻銀寄、鹿瓜の諸種も他の品種と同ーの習性を取るに至った

ものである。

果賓の卒均重量及最大果宜は結果量の如何に拘らす3殆ん合重量化?e見る

ぞ得歩、寧ろ生育中のため年々漸進的に果形の増大するや以て今後の研

究調査に侠たなければ判然する事を得ない。

果)~の大小、熟期の早l児等は |周年結果性に劃して大差なきも、生産量

には著しき相違あるは前表に依りて明かなる庭である。

採政時期、盛果1開も亦隔年結果性によ り~&響あ る事砂きは前表により

て見る鹿であって年k多少の相違は気候の影響による とも思はる。

以上は一般管理法に依る場合の栗樹の隔年結果性を示せるものであっ

て、隔年結果の生理的影響並に生理的原因及之が針策、其の他技術的方

面朗ち弱冠施問、管理法等による影響等に就ては目下研究中にあるを以

て他日に譲る事にする。
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二三の日本古代文獄lニ現れたる
ボゲイジユに就て

松本友記

r.fJ度の御シヤカ援はボダイジニLの下で難行苦行令つんでとうとう悟り

会ひらかれたとは誰しもがよくきかされた話であるの源氏供養といふ謡

曲lの中には、“抑も桐産のタベの煙すみやかに法性の安に至り椋木の夜の

言の葉は終に究箆の花散りぬ。刻患の怨 しき此 I~t~厭ひては夕顔の蕗の

命制崩じ若紫の雲を迎へ末摘花の輩に重せば紅葉の賀の秋の落葉もよ し

ゃIIU~たまたま俳誌に謹ひながら榊葉のさ して往生会願ふべし"といふ一

句があるがこの中の提樹といふのはボ!ダイシユのことである。叉落語:物

語の中には、“今日はさはがしきやうにきけば何事も止どめ歩これは結縁

のためにとあり、黄金の念珠瀧iに菩提樹の絡なん入れさせ給ひたりける"

と云ふ一節の中に菩提樹の名前が出ており叉彼の有名な大卒記の中にも

Hボダイシの念選辺Lくりて申しければ情天下の霞Lを案づるに公家の鈎l径
とも武家の僻事とも申しがたし只因果の感す3るF.Jj'とこそ在じ候へ"とい

ふ句の中にボダイジユといふ名前が表れてゐ・る。

此の様にボダイジユは色k なことにのせられてゐるが、御シヤカ様の

ボダイシユも源氏供養のft樹も、或は落諜物語の菩提樹も大卒記のボダ

イシも皆同じ植物であるかきうかといふことを考へてみるにそれは決し

て皆同一植物のことではない。然らば如何なる植物のことであるかと云

ふlこそのことに就て以下少しくかき記して御シヤカ様のボダイジユやボ

ダイシ等の匝別ぞ明にしておきたいと忠必。
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ボダイジユ t普通l乎ばれてゐるものの中には二種あってその各々は全〈

ちがったものである。郎ち、

(1) 桑科に腐するボダイジュ (2) 回廊利(しなのき科〉に屈するボダ

イジュがこれである('

桑科に属する示、ダイジユは墜名Jl>F icus religiosa， willd.と云ふ(大植

物園鑑に依ればFicusreligiosa， L.)もので東日l度がその原産地7ごそうで

ある。俗語ではボダイジュ、カクピュ、箆樹等と云ひ本多厚二氏に因れ

ば発語にては箆樹、遁樹等の意味があるといふことである。印度の山野

に多く自生しτゐるといふことで高さは30尺令超ゆることは稀であるが
周園は20尺にもなるまわ りの大きい木であると記載してある本もあるが

叉高さ 100尺以上にも蓮することもあるとか‘れた本もあって、小さい

ものし;かみたことのない僕にはきちらが本首だか断言が出来ない葉は直

径3-4寸もあり葉柄は非常にながく 3寸位あり葉の先端は細長くなって

2寸飴 P もつき出てゐる。全体の~の形はハー ト形である。花はイチヂ

クに似ており質も亦これに似てゐる。東印度地方方.でで、は昔カか、らこの樹4令k非

常に品制紳1I市I1聖なる樹としてお寺にlはま必1歩ド
f 御シヤカ様様Aが悟り 4を旨ひらカか、われ，た時のiボドド‘ダfジユといふのtはまこの桑科科.のヰボ

ダイジユであつて叉先にのべ、:1たこ源氏供養のf箆2樹も初1論l命令この1ボドドfダイジユの
ことてで9ある。ついてヴごから言ふが、この木のみぎから浸出した乳の様な

汗から弾性ゴム金作ると大植物園鍛にかいである。

回廊科(しなのき科)に属するボダイジユはその接名Jl>Tilia miqueliana， 

maxim.と云ひ、ポダfジュ、ボダイシ、(菩提子〉、英語では Limetree' 

ドイツ語ではLindenと云ふo

業は不等惑のハート形又は幅底い三角形をなし上面卒滑、下面は白色に

し京毛茸iI:'密生し長さ1-2寸が普通である。葉のやうに成いへヨの様な

締砲に花軸会出し多数分岐して黄褐色舎なせる小さい花やつけ固い貰や

結ぶ。樹の皮からは繊維や止る。闘い果置からは昔菩提子の念珠を作っ

たといわれてゐる。が然しながら大昔に菩提子の念珠といったのはこれ

ばカ、りではなかったといふことである。

以上の様なことから考へてみると前にのベナこ落建物語の中の黄金の念珠

箱に菩提樹の緒なん入れさせ給ひたりけるの菩提樹の緒はこのしなのき

科・のボダイジユの樹の繊維の緒であるこ、とが考へられ叉大卒記のボダイ

シの念珠}]¥くりて云々のボダイシも正しくこのZドダイジユの置で作った

ものであることが考へえられる。貝原益軒先生の大手I~本草といふ本の中

q 
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の十二之下の廿二頁にこのボダイジュに就て弐の庭、な ことがのせられて

あった。(初め花軸の出たる制、直を上に普通の葉t.eその下にえがひて)

上なるは質の付7こる葉なり下なるは置の付さる葉なり上なる賢ある葉の

形小にしτ長しその裏に貨のつきたる庭葉の本三分のーなり賓の付たる
小枝葉の裏より生--;:.ること闘の如し。珠駿に作ら物t.e肱俗菩提樹と稿す

故に世俗の菩提子止縛する物多し。モタレンヂもボダイシと云無患子宝

lJXも同何れも菩提樹には非歩、菩提樹の葉iま木犀の葉に似たり葉の裏に
翠あり てそれに置なる常の木に異なり京都泉涌寺六角堂同寺町又叡山西

塔にあり元享緯書に千光園師楽西入宋の時より菩提樹の夕子会わたして

筑前香椎の紳宮の側にうへし事あり報思寺と云寺にありしと云此寺は千

光図師モロコシより蹄りて初めて建てし寺也今は寺も菩提樹もなし畿内

にあるは昔この寺の木の貰-io傍へ植へしにや醸諜名義に目、 菩提樹，砂H

生其下成等‘正捷ス因テ而謂之菩提樹子各夏不凋光鮮不襲と云へり椙;確類書:

九十九異木の類に菩提樹を載たり、 目、 末ニ結蕊テ先乃別-'OtTHッ一葉，長サ

指ノ 壬~許関フ雨指乃結蕊テ千葉ノ下4、今案本邦にあるも亦かくの知し。 と

口 貝原益軒先生は総砲の裏の方から・花軸が出ていると設かれてゐるが~頃

3 

の本-ioみてみるとさーれも裏の方から出てゐる園がかいてないゃう?とが合

ちらが本官であらうか自分で質際観察してみないからはっきり断言しえ

ないのは残念である。

以上ボタイジュに就て述べ来ったか今は内地にこの木が甚i:少いため

質物令見ること困離である。前にも記したやうに昔はこの九州にもあっ

たの7ごから今でもでこかに残ってゐるものがありはしないたろうか。

(1929. 9. 3) 

へコに就いて

ffii 岡 正 嘉

へコ"は襲名t.eCyathe乱 spinulosa，Wall.と柄ι、分類嬰上は
羊歯植物 pe色eridophita.

羊歯類 Filicales.

小袈羊歯群 Filicales Leptosporangiateae. 
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真正羊歯族 Eufilicineae. 

へゴ・科 Cyatheaceae. 

へゴ・属 Cy此hea.

へコ‘C.Spinulosa Wall. 

の位置にあるのであって我園では、南部、琉球、議j替から印度地Jrにも

分布する喬木駅舎呈する植物で地質時代に盛んに繁茂したものである。

重の高さ 10m. 直径30c.m以上に謹するものがある。枝極を生i~' ることな

く、刺ありて膚に蛇皮絞を有し根部に黒色の繊維を纏って、髄心は大に

して内質令室し其色は次白色を呈して柔軟である。葉はワラどの楽に似

たる瀦l伏桂葉にして大なるものは長さ 60c.m以上に謹するものがある。

試の業の初版片は長楕岡形てー鋭尖頭舎なし、各調製片は其の裏面に子家

lrf-を生じ、子襲群の周囲にはl帽子i択の包皮金具へてゐる。此の}j@子f;UIIJ

小にして茨黄色ぞ呈してゐる。‘

今日に於けるへゴの自生北|浪地4甘みるに衣の知し。

鹿児島勝 肝属郡小根占村二川

鹿児島勝川迭郡笠砂村赤生木

鹿児島鯨薩摩郡甑島並に下甑烏

備長崎~諜西松浦郡玉之浦村にへゴの自生地ぞみる。

(大正10年内務省調査報吟)

元来へゴ1ま熱帯及ï.~~熱帯に濯するものであるから上越の如く九州 lこ於

ては、鹿兎島勝と長崎掘の四時j部で前八丈ク島にも産するのである、

自生地(ま大低海岸に近い山の陰穏なる谷間で多く水慌に沿ふて生へて

ゐる。これt共にリウピンタィ、シロヤマゼンマ ィ、キンモウイノデ、

ヤリノホクリハヨン、オリツ.)レシダ等i盟国特有の羊歯類が生へ其他ムサ

シアプミ、テンナンジヤゥ、ァオ Jク?タクヨンの如き悲しい草類が普

通である。

九州でへコ自生t自の最も北端にあるは、長崎臓の五島の縮江島で北緯

32
0

4' に謹してゐる。すべて小さい白は気候其他の!伏態が一般陸地と異

ってゐるから暖地植物の北限は島では陸地に於るよりも活に北になって

ゐるのである。

縮江島のへゴlま現今では扱が少〈僅に保存されてーゐるにすぎないが、

小根占村の二川のへゴは之に反し;蹴も多くを童生も亦盛£である。

以上自生北限地は今日まで色々の文献にみる所であるが私は此庭に今

までま日られなかった自生北限の新盤見I血栓紹介することにする。

。
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鹿児島牒肝属都内之浦村垂水は北緯31')18'の位置にありまし

て附近には人家もない全く淋しい所でl援地性植物が霞蒼と茂ってゐる所

です。其鹿に私{;t.i蚊年間1へゴの自生せるや接見しまして色々調べ・たので

あります。 T度其頃内之浦村賞局も霊見せる首初で自生の北限にあるか

も知れぬと云ふので色々調査し、やがては天然記念物として指定される

であらう正云ふので少からが保護令加へてゐたのであります。然るによ

く調査せる結果、これは最も北限にあるものでなく叉僅2本しかないので

あるから天然記念物として指定される要件が具、はってゐないと云ふので

段々話も下火になって来た様でした。然るに村賞局では珍植物として今

も尚一般の人に知らせろ矯め丁度!騒道の庄:下に生えてゐるから、本Lを立

て 為これぞ保護愛撫してゐるのであります。私は今夏休みを利用して観

察に行ってみました。垂水は北に而せる絡谷になってゐて海に近くをし

て色kの暖地植物が生へてるます。その谷の7](流に沿ふて高さ4.5m位根

園り 30c.m位一本の葉の長さ2m位ひのものが頂に輸生してゐました。そ

してその輪生せる葉は偉観ぞ呈し地質時代の緯に書いてある様でした冬

になると此の偉景巻果する輸生せる葉もイワヒバが凋ぶ様に枯れて巻い

て了ふのであります。丁度枯れて終った様にみえます。此の垂水のへゴ-

tま私の観察したことでもっと詳仰lに述べたひのですが。それよりもっと

大切な北限地を述べておかうと思ひます。それは過ぐる日新聞記事を大

いに賑はしてゐま した。今それを大略記してみ様と思ひます。

ヘゴは内地としては小根占、佐多方面及び川迭郡笠砂方・面の谷に多い

笠砂村赤生木にあるものが分布の北限とされ大正十年内務省は天然記念

物として指定したの然るに第一師範墜校教諭桁71て氏は過日鹿児島勝出水

郡三笠村八郷谷令探見せる結果立波なる へゴの自生林を震見したのであ

るc該揚所ij黒の瀬田に商せる絡谷で此の谷には普通暖地性植物の群落

ありて、これは海流の関係上此の薩摩の北端に諮害するもの:r'あらうと

みられてゐる。へコ1ま大なるものは2本で高さ5、20m根周り70c.mで他の

1本は高さ5m根周り 94c.mで小なるは10数本あって欝k蒼k として、天

日l情く、街古きものは倒れて其幹諮谷に肢はるものが多い、倫此の群落

の植物としては

リウピンタヒ、シロヤマゼンマイ、才ホイワヒトデ、イシカク'マ、サ

ツ?サンキヨイ、ホオロリイチコ柄、ツルカウゾ、フウトウカツ'ヨ、マ

サキ、オホツツ''7フデ、ハスノハカツ'ラ、ヤナギイチゴ、ヤマモガシ

、ホルトノキ、サンゴ・ジュ、ヵウシウヤリ、ノfクチ ノキ、ハ γ ニンド
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ゥ、カラスザンシヤウ、キジヨヨン、 ・タイ tンタ fヂパナ、 チシャノキ

ク?ノtヅキ、タプ ノキ、ト キハカ。キ、 ニカ・キ、トベラ、ダンチク、

ウコギ、クスドイ夕、、ゴ.ンズイ、 クワクワツガユ

等で何れも繁茂してゐる。 !その樹陰にへゴが繁茂してゐる。此の自生せ

る事買は植物思上頗る重大なる意議会有し一面天然記念物として保容の

必要もあらう云々・H ・H ・.. 

以上自生へゴ、の北緯度令調査してみるに攻の知くであった

⑥鹿児島螺肝属郡内之浦村垂水 北緯 310 18' 

鹿児島勝肝属郡小根占村二川 悶 310 20' 

鹿児島牒川遺郡笠砂村赤生木 同 310 23' 

⑥鹿児島勝出水郡三笠村八郷ノ谷 間 320 10' 

長崎勝西松浦郡福江島 問 32:> 40' 

⑥ ~rJは今日までの女献になきものである。

最後に私は拙交を掲ぐるに蛍り十分の調査と観察とをなし得なかった

事ぞ遺憾とするのであります。其の中機曾があったなら向到らなかった

所を補設し様 と思ってゐます。 c

日本植物麗系の特徴

日 野 巌

太古は地球上各地とも殆んき岡ーの気候であったらしく思はれる。氷

河の来襲はこの卒等会破って気候に差金生ぜしめた 3 加ふるに第三紀末

がら地界の盤動力Z著Lく犬山除が隆起したり、大洋が出来たり、砂漠が

出来たり してー居気候と筑象に大きい差異吾作った。 地軸や地球軌道の

盤化も亦これに奥って力があった。斯く して各地に生育する植物はそれ

ぞれその地の気候に順路し建に間定するに至ったのである。今日の植物

の分布は遠く第三紀末にその源を饗してゐるものでdあって、現今の植物

は皆その雷時の植物の後商 ともいふべきものである。

気候地相の差異が植物の地理的分布を生じたのは紙記の遁り であるが

それならば同一分布殺の地方がそれぞれ植物の種類ぞ異にするのは何故

であるか。初jへt玄関 じ熱帯でも爪l些と 印度では植物の種類が異るのは何

故であるか。これはそれぞれの地方の混度、土質、地相の鐙動妖態の程

度、古代植物の後商の存在、の程度等によるものと言はれて居る。捕物
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の分布ゴJ及び遁躍の強弱も亦大に関係がある事であらう。

さて日本の地形を熱々考察する仁、南北に頗る長〈各種の気候の地や

含み、山川護谷の盤化にも富み植物の種類の頗る多いことぞ暗示して居

る。しかも、日本は幸なる哉氷河には一度も襲はれて居ない。某氏は日

本アルプスに氷河のj遺跡のあることを唱へて居るが、来?と離も之を信余

るに至らないc この氷河に襲tまれなかった事は日本の植物の種類が豊富

である一大原因となって居る。

第三紀は気候は温暖であったが、第四紀の洪積世には頗る寒冷になっ

た。欧州では氷河が三度も烈しく襲った。沖積l祉には非常に暑くなり、

後温暖になって今日に至ったのである。洪積世には日本も非常に寒かっ

たものt見えて、長崎地方にさへも寒地位植物の化石が出る。伊勢詰11'官

制I苑内には寒地性のチヤウジサウやモンゴリナヨが港事してゐるのもこ

のためであらう。

日本植物匡系の特徴は、先づ第ーは前述の知〈種類に富むことである

邦産高等植物の種類は約六千 t言iまれ、樹木t:."けでも六百種以上もある

これを濁乙や英国と比べて見ると賓に較に於て雲泥の差があるのに気が

つく。シペリアなきも著しく麗放に乏しい。

また、これらの植物中には国有のものの著しく多いのにも鷲〈。ヤマ

ザクラ、ツバキ、ヤツデ、ソテツ、カツラ、?ダ夕、ソテツ、エゾマツ、

トドマツなきその例に乏しくない。これは寒冷は襲ったが、氷河は襲は

なかったと考へて差支ない。古代植物の姿態そのままを存する 4テフ、

動物ではあるが才ホサンセウウアの窓容は感界の驚異でなくて何であら

フ。

本邦の植物の熱帯宇的なことも見逃がせぬ特徴である。本邦のl接地が熱

徴的なことは嘗燃でもあらうが、北海道さへも熱帯的因子や含んで居る

サカキ、ニガキ、サンセウ、トチノキ、カツヨ、ヌルデ、キハダ、ウコ

ギ、クロモジ、サノレトリイパ・:7、アキグ t、ハギ、カラスピシヤク、 z

ヅスギ、等の植物はその好例であらう。伊勢神宮面11'苑iこはハリガネシダ

アtシダ、カウずキシダ、ボウラン、ツグモチ等が春在する。紀南にほ

ハカマカツeラ、ナチシダ、ア?クサシダ、リウピンタイ等、春日山には

ナギ、 :JJコ、.ノキ、ァテカ'シ、カギカゾヨ、ウドカツeヨ、フウラン、ナチ

シダ、アマクサシダ、マツバヨン等、土佐にはリウピンタィ、シロヤ?

ゼンマィ、クヲズイモ等がある。我々の眼は始終見慣れて居るからさほ

すにも感じないが、遠来の外人の限にはめづらしく思はれるに濯ない。
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常緑i問葉樹は由来温暖な地に多いものであるが、本邦では北地にも頗
る多い。シヤクナグ、ェゾコヅリハ、イヌツグ、ツルツグ、 tヤマシキ

t等はその例である。 EE性植物jも混|控多雨の地方に多いものであるが、
これも亦本邦に著しい。北部でもツ夕、ツタウルシ、ィハガヨ t、ゴ‘ト

ウツソレ、クロミノ?ツプサ、ノプドゥ、サルナシ、グマヤナギ、等が盛

に蔓延して居る。伊勢紳宮前111苑内にはノ、スノハカッ・ラ、アマヅル、ホウ

ライカツ'ヨ、ヵギカ ヅラ等が、叉、、春日11Jにはカギカヅラ、ゥドカツ'フ

ヅタウノレシ、テイカカツヲ、サルナシ等が著しく菟践しτ居ろ。欧州の
北部なきは蔓性縞物の護遣が貧弱で種類も亦極めて少ない。

着生植物も亦著しい。闘の類は水戸附近にもベニカヤランやヤウラク

ランやシヤウキヨシがある。もっと南に来れば一層帯しい景観や呈する

着生諜のCephaleurosvirescens なさも遠〈イ~I藍附近まで分布して居る。

樹葉J二の着生地衣の震建も本邦に於て特に著しいのを見る。 元来樹葉上

の着生地衣は熱砂多雨の蘇林に多いものである。

熱帯性及び寒帯住植物の交錯も日本ではさほご珍らしくはなk'"第四

紀の寒冷時代に南下した寒地位植物のそのまま遊亭したものもなかなか

多い。水戸附近の森林には溝生闘があるかと思へば地上には才ホウメガ

ササウが自生してゐるといふき民第である。岩手!慌ではマダケ林にハマペ

シナイサウが自生してゐる。 ff~rl宮市II ;Y[Xなきにもハリガネシグ、ァ t シグ、

カウザキシダと共にチヤウジサウやモンコ"リナヨ等の寒地性描物が生え

τゐる。
依之翻之、我々植物を肝究してゐる者にとっては日本は叉とない梨闘

である。豊富な種類、特異な景観、我々感徒守して一日も之に倦ましめ

るこ tがない。「研究報圏J-a念願として益事々研究に努め別府厚生の遁を

拓〈ことを我k おEに替ひたいものである。

(附〉 日向青島の植物!と就て

青島は周閤僅カ、に十四|町の小島にすぎないが、特異の植物景観ぞ以て

字内に鳴らして居る。植物の締放は七十科百七十五程.1:k、ふことである

このうちから熱帯的分子守容:けると、ピロゥ、ァテノクマタクラン、

クワズ>1モ、ムサシアプ t、モクタチバナ、ハマ ナタマメ、ヒギリ、ハ

マヒサカキ、シヤリンパィ、ハ?ピハ、ヤナギイチゴ、イハダイグキ等

.である。けれきも青島の特産といふものは一つもなし、。

ピロウは本多博士によると三百年前に漂着したものといひ、安藤技師

.， 

，、
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は約百年前といふ。雨氏とも青島のピロウ会以て護育の初期のものと言

って居る。私の考では漂着設は全然誤ってゐるものと信す，る。ピロウの

種子はピンロウの種子よりも遁に小さいもので、至って盤芽力のよいも

のである。これを反面からみると、この小粒子が漂流して来ても到底笹

芽し得ないことや示すものと言へる。あんな小さな種子がとても流れて

来τ一一一ーしかも宮崎は暖流の本流から少しはづれて居るのに一一一
それで'霊芽し繁茂するこ止なきは到底思ひもよらぬ誌である。それに、

南支那原産のピロウとは別種である tいふ設があるから、漂着設はー暦

怪しくなって来る。

ピロウの分布は本手rlでは琉球、鹿児島勝、有明潤の島唄の一部、長崎

鯨卒戸島、福島鯨宗像郡沖ノ島、締島郡小日島、縮岡市伊崎浦、宮崎勝

ピロウ島、築島、乙島、高島、青島、大分牒の竹野浦、黒島、高島、及

び高知懸の一部である。斯かる分布の民いものに劃して海流のみ-a云えど

するのは不醤であらう。寧ろ故大関教授の設の如く昔からあったものと

いふのが安首であらう J 前地質時代から引き続き遺書:して居るものとい

ふべきであらう。次第に絶滅の傾向のあることは歴史からも澄明できる

延事式を見るとピロウの薬会調物 t して貢遅して居る。よほ ~.t幸山あっ

たものであらう。これが僅か千有齢年のうちに現今のやうに減少したも

のである。

青島の ピロウが漂着でない事は既に述ぺた通りであるが、一歩諮って

潔着と偲定しても更に撞着が出来る。クワズイモやム サシアプiIま如何

如何に頑固な墜者でも此等をすべて漂着とすることは不能であらう。却、

は青島植物ぞ一括して古代植物又は之を祖先とするものの遺商と考へる

ここに於て撞着もすべ‘て解決するわけである。

クワズイモは四国の一部に自生して居るといふし、キンギンナスピも

南那珂地方-には自生して居るらしい。ハカマカツeラも紀州南部にある。

これらの事賢も亦昔からの事在令肯定するものであらう。

日本人は惑い癖があって熱帯性の植物はすべて襟着にする。近頃、鹿

児島螺出水郡三笠村でへゴの群落が笹見されたが、これも例によって漂

着したもの としてしまった。へコゼは同地の他、川主主郡笠砂村及び大隅竿

島の南部にも自生して居る。宮崎牒でも護見されるかも知れぬ。兎に角

熱帯性植物が前地質時代から;主宰したものに謹なむ、。鹿児島鯨に於ける

カノ、ゴクサウ科の植物が数種笹見されたが、これも熱引lF性のもので!日

本の固有種といふことであるから、恐らく前i地質時代の先粗から引続き
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存在したものであらう。

日本の植物が著し〈熱徴性会帯び、し;かも各地に熱帯性・捕物が前地質

時代から引きつづき諮在して居るこーとは面白い事箆ーであると思ふO

(昭和問、八、二五)

大山の植物

遠 藤 茂

炎熱の荘を足下に見下し、雄大なる雲の峰;;e仰き乍ら高山;;e践渉する

JI:I:快さは登山者のみのI球ふ特権である。特に司王i也に見慣れ規則、珍奇な高

山植物の咲き雷Lれた中;;e一々 其の生態令究め様とする者に とって其の愉
快さは何物にも l除え J僚が到l(:~ 、。

諸に紹介しゃうと忠ふ大山は海抜5650尺、中国山脈中の高峰で歴史上

に興味深い許りで~K~ く、植物事上にも樹めて重要な山である 。 今此の大

山の描物の極く概略を記して見たいと忠ふ。

大山原野の植物

大山の登山口には種々あるが山陰本線から登るとすれば伯者大11J、淀

江、大山口、御来屋、下市、赤崎で伯備制!からで・は岸本、伯者溝口、江

尾からである。普通大山口か伯者大山が最も便利の様である。

何れの叢山道・;;e選ぶとしても植物は大同小異で-一々特筆すべ、きものは

無い。今1民に正午頃{白:蓄大山騨こ下車して採集し乍ら登るとすれば大抵

午後四時頃には大111寺に着く。登中に「赤松の池Jとて周圏30町の僻説

の池がある。更に行くと「分けの茶屋」がある。此の地出11jは赤松と大山

寺の中間で何れにも20余町と云lまれてゐる。 棋原高原の中央にある葉音:

の屋棋で昔から有名な茶屋である。をうして分けの茶屋と呼ぶか其の由

来を探って見ると、棋原方面から上った人と赤松方面から上った人とが

こ・に落合って大山寺に詣って下る頃にはお互に別れや惜む程心会うち

とけ遁伴れになって名残を惜み、まあ一服と出掛かける鹿から誰よぶと

なしに挟守分つ分れの茶屋とつけられたのである。

齢談はさて置ぎこれから目的の植物に就いて記さねばならぬ。今大山

の麓の植物や象けて見ると、

?ツムシサウ、ヲレモカウ、オミナへシ、キキヤウ、メガルガヤ、才jl

f 

也
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Jレカ・ャ、アリノタウ、フ ジパカ司、テ トコヨシ、スズサイ コ、ヒ ヨドリ

パナ、メドハギ、オクヨ、ネコハギ、フウロサウ、カハヨナデシコ、ィ

ヌヅグ、ノイパラ、ノギラン、ネパリノギラン、オカトヨノ才、クズ、

スズキ、アキグ t、テリハノイパヨ、ヤ 7 ナヨシ、ヤマハンノキ、ヒ j

ヤシヤプシ等である。

横手遣の植物

大山寺の大鳥居より少しく上り右に折れ大山阿繭陀河令渡って行き洞

明院前会遁りて横手道に出る。プナの喬林で fズナラ、ィタヤカへデ、

ナッツバキ、 ハウチカへデ、ウ リハ ダカヘデ等が混生し、コマユ t、コ

コ"メウツギ、イヌカ。ャ、ツリ/¥ナ、コシアフ'5、タムシパ・、シシウド、

トチパニンジン、カニカウモリ、 tヤ?ヨメナ等繁る。更に行くとヒメ

ヤシヤプシ、リヤウプ、 tツ'ナラ、コナラ、カシハ、クヌギ、イヌエン

ジ、ア ヅキ ナシ、ダンコ ウバィ、ク ロモジ、クリ、キプシ、ツノハシノf

t、ナナカマド、ィタヤカへデ、才ニドコ ロ、モ tジトココ、ノプダウ

ヤマプダウ、ガガイモ、ヵクレ f ノ、キヅ夕、シラクチツソレなき:.~見受

ける。大山の寅屈では此のシヨクチツソレ岳登山記念の杖として買ってゐ

る所もある。其他シホガマギク、コオニユリ、ノカンずウ、ヒトツパヨ

モギ、トリアシショウマ、-q-qコナ、シコクフウロ、コゴ j クサ、クサ

アヂサィ、ツルアデサィ、アケピ、 tツパアケピ等が生じてゐる。

大山寺より頂上!こ至器植物

大山寺附涯の埴物iまtヤマタニソパ、ヤプクヲンザウ、スズメノヒヱ

カキドウシ、ユキノシ夕、フユイチコ¥フウロサウ、イヨフ ウロ、スズ、

メクサ、キヤウカノコ、ノカ ンザウ等が多い。

主主口附近には羊歯類のカ ニクサ、ホラシノプ、シシガシヨ 、ヤプソテ

ツ、 l~rhl類のジヤ コ、.ナ 、 ウヨベニゴ・ 少、地衣類のツメゴナ、ヨツパゴ・ヶ

ヨロヒゴ・ク等がある。これから頂上まで約i.lO町あるO 初めはプナの需林

で tズ、ナラ b!i毘生 してゐろ。jltの需林中にはアクボノノシスランがある

プナ林が紹えると謹木砂となる、植物はナナカマト¥ムシカ官、ツノハ

シバ t、ハウチハカヘデ、 tネカへデ、ゥ 9ハダカへデ、ヤマハンノキ

シモツ夕、シホガマギク、コゴ.メクサ、トリカアト、フウワンモドキな

きがある。此の濯木島!.!徴金終る所に大山特有なダイセンクワガタが見え

初める。此のあたりは大山で八合固とも云ふべき所である。此の附近か

ら頂上lこ亘る一帯は草木徽で所調大山御花州lである。此の御花r.1llは七月
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下旬から八月上旬が最もよいのである。植物を皐;けて見ると 1サラシナ

ショウマ、ヒトツパヨモギ、シモヅ夕、シコクフウロ、ヤマアザ t、ク

ガイサゥ、ヤマオダマキ、トリ j;プト、カラマツサゥ、シシウド等か生

じてゐる。更に上に行くと梢々Lp.1QでJJ.H、揚所がある。こ h には小さな
池がある地蔵ナ池と呼ばれてゐる。其の傍に石室があっτ避難には充分
とは云へないが一寸暴風雨のl晴れるを待つ位には結枯.な設備がある。石

室の上一帯はキャラボクの純林である。此のキヤヨボクの自然の大群落

は他に稀らし〈、現今では天然紀念物と指定せられ保護されてゐる。

一方石室より少し〈下ると主なる高山植物の群落がある。今其の名'I'

象けて見ると、ッガザクヨ、コゴメツガずクヨ、コイワカガ f、ダイモ

ンジサウ、-1~、オトギリサゥ、タ' イセンクワカ'夕、マヒツソL サウ、チ. シ

マセキシヤゥ、ヤ?オダマキ、シヨタマノキ、アカモノ等である。

蹄りには河原に下りて、此の河原侍ーひに奥院に出るのであるが奥院の

附近の植物も種k ある。クガイサゥ、キヤウカノコ、タニソパ、 tヤマ

タニソバ、 tヤマイヌタデ等が多い。金門の附近にはカナムク'玉、ヤマ

ハハコ、カニカウモリ、ヒトツパヨモギ、カハラナデシコ、カ ハラマ ツ

J~、クサアヂサィ、イラクサ、ムカゴ・ イラクサ、アカソ、イタドリ、ク

ガイサウ等を見受ける。

今これを分類して見るとき衣の様である。

きく科 (Campositae)

カウヤパウキ、ヒヨドリパナ、ノプキ、 シヨヤマギク、 ノシュンギク、

ヤ?ニカ.ナ、Lシロパ'ナニカ.ナ、サジヵ・ンクピ、ヤプタノfコ、ヤ?ホクチ、

ヤマハハコ、ホソノfノヤマハハコ、アレチノギク、テトコヨモギ、イヌ

ヨモギ、ヒトヅノfヨモギ、 :IJニカウモリ、テカテクソレマ、ヤマアザ t、

カセンサゥ、サハギク、コウリンクヮ、

ききゃう科ぐCampanulaceae)

ソノfナ、ツリカ"ネニンジン、ツ Jレニンジン、ホタルプクロ、

まつむしさう科 (Dipsaceae)

マツムシサウ、

すひかづら科 (Caprifoliaceae) 

スヒカヅヨ、ニハトコ、ムシカリ、 :IJ'マズ、 E、tヤ?カi-..ツ.i、タニウ

ツギ、アヨグへウタンボク(以上木本〕

あかね科 (Rubiaceae)

ヤイト J~t 、クノレマムク'ヨ、ク Jレマパサゥ、才ホパヨツ/'\ムク'ヨ、ツリ

民



(53) 

アリドホシ、

ごまのは科 Scrophulariaceae 

コゴメクサ、シホカ'-'Yギク、'Y'Yコナ、クガイサゥ、 tゾホオ、ヅキ、

75いせんくはがた
なす科 Solanaceae

クコ(木本〉、イヌホホヅキ、ヒヨドリジヨウコ。、

しんけb、科 Labiatae 

ラドリコサゥ、アキギリ、タツナ tサウ、ヤY'/、クヵ、タウ/'，ナ、 tヤ

マタウノfナ、ク }vy' /'，ナ、ジヤカウサウ、;Qキドホシ、ゥツオfク'サ、ヵ

ヒジンドウ クロノfナヒキ才コシ、

くまつ Jら科 Verbenaεeae 

クサギ、

かごし、も科 Asclepiadaceae 

ガガイモ、イク?、スズサイコ、

りんすごう科 Gentianaceae 

f ツJレリングウ、ァクヰごノサウ、

" 

もくせい科 Oleaceae 

イボ夕、ネヅtモチ、

えごのき科 Styracaceae 

エゴノキ(木本〉

iまひのき科 Symplocaceae 

サハフタギ〈木本〉

さくらさう科 primulaceae 

ラカトヨノテ、コナスピ、

やぶかうじ科 Myrsinaceae 

ヤプカウジ、ヒチノキ(木本)

いわうめ科 Diapensiaceae 

イワカカ。t

しゃくなけ科 Fricaceae

ネジキ、ナツハゼ、ァクシパ、コパノミツパツツ:，;、コクモモ、アカモ

ノ、シロモノ、ヤマツツジ、レンタツツジ、 tヤマホツツジ、つがぎくら

、こめばつがぎくら、ハナヒリノキ(木本〕

いちゃくさう科目rolaceae

ギンリヤウサウ、イチヤクサゥ、ウ Jガササウ、
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りゃうぶ手1. Clethraceae 

リヤウプ〈木本〉

あやき科 Cornaceae 

アテキ、クマノ fグキ、ヤマパウ シ、ハナイカダ(木本〉

さんけい科 Umbelliferae 

ミツバ、ヒカグtヅノf、ヤプジラ t、千プニンジン、ィプキパウ フゥ、

ヤマゼリ、ョロヒグサ、シシウド(アシタパ〉

うこき'科 Araliaceae 

ウコギ、コシアプヨ、ハリキリ、ヵクレ fノ、キツ'夕、(以上木本〕、トチ

ノfニンジン、ウド、

ありのたふ科 H arrhagidaceae 

アリノタウク'サ、

うりのき科 Alangiaceae 

ウリノキ

あかばな科 Onagraceae 

アカパナ、ィハアカパナ、ヒメアカパナ、タニタヂ、 tヤマタニタデ、 川

ぐみ科 Elaegnaceae

アキグミ、ツノレク.i、

すみれ科 Violaceae 

タチツ;;j;'ス fレ、ツZドス tレ、オホハギス tレ・

おとぎりさう正|

オトギリサウ、ィハオトギリサウ、ヒ j オトギリサウ、

やまのいも科 Dioscoreaceae 

オニドコロ、モ Eヂドコロ、

らん科 Orchidaceae

ノピ4チドリ、コクイラン、キソチドリ、 tツチド リ、キンヨン、ギン

ヨン、アタオ;シユスラン、

いちはつ科 Ir川aceae

シヤカ.、ヒトシャガ「、ヒアフギ、

ゆり科 Lilliaceae

サルトリイノfヨ、タチシネデ、アマドコロ、ナルコュリ、ヤマホトトギ

ス、ササュリ、ギノfウシ、ノギヨン、寺、パリノギヨン、ウノfユリ、ヤプ

クワ ングウ、ェン ν4サゥ、ツクパネサゥ、 クJレ?ツクパネ サウ 、オニ

ユリ、 i-tウジヤウパカマ、ツバメ才モト、チゴ・ュリ、ュキグサ、?ヒ

ε 

姐慮、



.. 
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ッツレサウ、シュロサウ、 アテヤギサウ、チシ 7 ゼキセウ、

とうしんさう科 Juncaceae 

スズトヒェ、ヌカヰ;~ンサウ、 t ヤマスズ了メノヒェ、

はますけ科 Cyperaceae 

タニスグ、カンスグ、

<hほん科 Graminea巴

(55) 

トタ'シノf、サ fドガャ、タカノノ、ススキ、 ススキ、ト.;J，'シカ.ラ、ドゼウ

ツナギ、ホ・カ。へリカ'ヤ、カリヤスモドキ、イハカリヤス、コメススキ、

いちい科 Tasaceae 

きやら ~ii' く

きるなし科 Dilleniaceae 

サJレナシ、マタピ

からすのごま科 Tiliaceae 

シナノキ

ぶ7ごう科 Vitaceae 

ヤマプダウ(木本〉、ノプダウ、ェピツソレ、ギヤウジヤノ fツ'、ツ夕、

ほうせん科 Balsaminaceae 

ツリフネサウ、キツリフネ、

あぞかづら科 Sabiaceae 

fヤマハハ ソ(木本〉

主ちのき科 Hippocartanaceae 

トチノキ(木本〉

かへで科 Aceraceae 

カへデ、イタ ヤカ へデ、 ウリカへデ、ウ リハグカヘデ、ハウチハカへデ

にしきぎ科 Celastraceae 

コ?ユ f、
そよご科 AquifoLiaceae 

4ヌツグ、ウメモドキ

うるし科 Anacard iceae 

ヤマウルシ、ツタウル シ、ヌルデ、ハ ゼ、

たかとうすごいZJ↓ E uphol'biaceae 
ユ グリハ、アカメカ。シハ、

さんせう科 Rutaceae 

tヤマシキミ、サンセウ、
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ふうろさう科 Geraniaceae 

フウロサゥ、しこくふうろ

まめ科 Leguminosae

フヂ、ネムノキ、ハギ、クズ、クラヨ、メドハギ、ネコハギ、ヌスピト

ハギ、

かたtまみ科 Oxalidaceae 

カタノ¥i、 tヤマカタノ¥i、

ばら科 Rosaceae

ノイバラ、テリハノイバラ、モ tヂイチゴ、ザイフリボク、シモツナ、

ナナカ?ド、カマツヵ、ココ・メウツギ、(以 1:木本)キン tヅヒキ、ダイ

コンザウ、シモヅナサウ、キヤウカノコ、イ川キンパ・4、ヤマプキショ

ウマ、ワレモカウ、フユ4チゴ・、

ゆきのした科 Saxifragaceae 

ウツギ、ノウツギ、コ1、ウ ツソレ、イハカ，.'3 i、ガクウツギ、サハアヂサ

イ(以上木本〉、クサアヂサィ、タイ モンジサゥ、ウメノfチサゥ、ネコノメ

サウ、 tヤマネ コノメサゥ、ユキノ D 夕、トリアシショウマ、

じふじか科 Cruciferae 

ヤ?ハタグホ、イハハタグホ、 tヤマハタずホ、コンロンサウ、

けし科 Papa veraceae 

ヤマキタマン、カタニグサ、

もくれん科 Magnoliaceae 

コプシ、ホホノキ、タムシノf、ピナンカツョ、

めき'科 Berberdaceae

メギ(木本〕、ィヵリサゥ、サンカエウ

くすのき科 Lauraceae 

ヤプニククィ、ヤ?カウパ・シ、クロモジ、夕、.ンカウパイ、イヌク'ス、シ

ログマ、(木本〉

あけび科 Lardizabalaceae 

-アクピ、 tヅノfアクピ、

うまのあしがた科

クサオfタン.~、ンセウヅ)~、ヤ?ラダマキ、トリカプト、ラキナク'サ、

カヨ?ヅサウ、ヤ?シャ クヤク 、さら しなせうま、ボタンプル、ウマノ

アシカ'夕、

せきちく科 Caryphyllaceae 

可

煙、



カハヨナデシコ、スズメクサ

ひゆ科 Amaran thace;te 

ヰノコヅチ、

いらくさ科 Urticaceae 

1 ;ラクサ、ムカコーイラクサ、ウハ F¥i:サウ、アカソヤプマテ、

7こで科 Polygonaceae

イタドリ、タニソノマ、ミヤマタニソF'、tヅヒキサウ、
うまのす歩くさ科 Aristolochiaceae 

カeンアフヒ

くは科 Moraceae

イタピ;/Jツ'<5、ヵウゾ、ヵナムク'5

にれ科 Ulmaceae

エノキ、クヤキ、

こくとH Fagaceae 
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クリ、プナノキ、イヌプナ、クヌギ、 tッ.ナラ、コナラ、カシ J、、ヒメ

r ヤシヤプシ、ヤマハンノキ、 tヤ7 ハンノキ、サハシデ、イヌシデ、ッ

:.. 

魯

ノノ、シノ.q 、

やなき

ヤ?ナラシ、タJ イセンヤナギ、

羊歯類 オホパ tヨリマ、クジャクシダ、ィハデンダ、ャ

マソテツ、ジウモンジシダ、ヰノデ、リヤウメンシダ、カニクサ、ホヨ

シノプ、グジグジシダ、 シシガヨ t、ゼン 7 イ、クラマゴ夕、ヒカグノ

カツ'ヨ、タウグーシパ・、

蘇苔類

ウラベニゼニゴ・夕、ジヤゴ夕、クサコザ夕、スナゴ。夕、::.ツネコ‘夕、

地衣類

ツメゴナ、アテキノリ、ィハノリ、ォォ、クロボ「シ、キゴー夕、ラツノマゴ夕、

5ンプコ、.夕、コパーノウメキノゴ‘夕、

以上に於て大体大山の植物の主なるものに就き記したが此の中注意す

べきはシコクフウロ (1ヨフウロ〉、ツガずクヨ、ダイセンクハガタでそ

れに最近輩表せられたグイセンカヨ?ツを加へτ四つであると思ふ。
ツガグクヨは石市科に厨し、 7-8寸の小謹木で六月頃花令聞き本手I1高

山植物の代表的のものである。大山は其の分布の南限として有名である

ダイセンク r ガタlまゴ・ 7 ノノ、ク'サ科に屈し、六七月頃三、四寸に庄長
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して白色の柏淡紅色~~~~，びた花会開き大山特有な高 IJJ植物である 。 大山

の約八，合目附近から上にあるが又大山河原にもよく見受ける。

シコクフウロ(イヨ フウ ロJはグ.ンノシヤウコ科に凪jし、淡紅色(J'美

しい花を開き大山寺附近から路傍にも認めることが出来ゐ。此の植物は

四閣の高山には多 く自生 してゐるが本9'/'1では此の大山の外三瓶11J、高麗

山にも産するとの事である。

ダイセンカヨマツは昭和三年一月中井猛之進博士によって大山に於け

る一新植物 として琵表せられたものである。私は不幸に して未'f::此の縞
物の質物を検してやないので蕊には氏の記載io~Ps介して置くに止めたい

「築はミヤマカラ?ツの山地生のものに似三園三出L、~中lま裏淡白く

J服者 し、 護の高さ10セ・メ・許、 京葉は三園三出し無・柄なり 。花序は葉服

に生じ、花少し、雄蕊は白く花締は卒たく 長 さ3i・メ・許、話!jも白く長さ

1iメ許」と。

以1::1こ於て大山植物の大略を記したが詳細は他日更に整理の上記する

ことにする。

宮崎リシネ曾略史(績)

事公 本 友記

第十五回例曾

期日 昭和四年一刃拾九日

i!ユユノの進化論の一郎にふれ、人間i'1(l)

好奇心.(2)胃除心.(3)必要、('1)気候、

も号所 合併教室

プロよ7"ラム

I 関舎の飴

II議 演

1人関進化の要素

四本 主主

上村君

害事の要素に支配されて進化の道程在1:

~~ってきれ も のであるさ給 1 1."れ t: 。

生物の世信雄1'1如何にして分るろか?

2生物の雌雄11如何|こして分る る

かかげに題からむつかい、紳秘的な感

Cがある。先づ精虫z卵細胞の結合、
染色体の滅微分裂ルのぺ、染色体の減

数分裂に影響する外的の主なる{的存さ

して養分の多い少ないによって影響さ

か? 松本君

3蛇の話 北尾先生

4植物の休眠期

m閉舎の鯨
IV茶話含

諒演の概要

松原先生 ， れる二さら例耳k-[J¥v、て話す。あまりむ

久原君 っかlv、問題1:"つれので白分でもよヘ

分らずに話LてLまつれが何Z言って

もおもしろい研究E耳目であるご思ふ J

人間運イヒの要素人間11如何にして今 。 蛇の話 北尾先生の伺l話IH、つもなが

口迄進化告を達してきれか?Iこ就てダー • ら興味津セ t:るものがあってきく Lの
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II 

の脳裡|二刻みつげられる。蛇に~k.てそ

の休日ilJ，食物業{也いろνろ詳い、智識

た吐露されれ。 (一部分号自殺第七鋭所

lf~) 

松原先生の植物の休眠期に就てのお話

11植物際用撃上深く注意 Lなげればな

(59) 

つれ牛の持徴 さLて腰から尾lこかげて

ZPt: 1， 、のが普通であるのに途中急激l二
隆起ぜろ部分がある郎 ちおたかである

こさである 3 この病気11蛋白質に富む

食料ル使ふ所の乳牛にAf病多 〈その直

接の原因11明でないげれ共多分卵巣主主

らない事であった。(事 y;j・含報第 ， Jliliがその原因で11ないかさ言l:tれてゐ

一容三十一頁所載) ろ。

第寸六回例曾 ; 西岡君11科墜さその使命主題L氏自身

期日 2月9日

湯ffr 合併数室
プログ"ヲ ム

i 開舎の鈴

H講演

四 本沼

I植物の地質的分布に就て

の科書喜に霊きする恩怨の-~怖や披魅され

t:。
回中長三郎先生 11世界一 の縞物国

Royal Kew gardenやVJめ世界有名の

植物園の誇があリ叉世界各地の博物館

芭その所蔵する鈴棄の政.或11Uspa'a 

南 君 museUmに11Osbeck氏の標本があ J

2牛の花風病に就て 古海君 Stockholmmusれ1mlこ11Thunber耳氏の

3科墜さそ の使命 西岡君 ・ 標本がれくさんある等詳Lい{卸話11つ

4言語訪 問中長三郎先生 ' 告す'先生専門の Citrllsの誌に入れltそ

111茶話舎 ; の該博なろ智識11っきる所ル知らなか

本日 11我がリン4、舎の創設者問中長三 ; つれ。

Ii~先生の御来紗~1J?幸ひに、叉二の春集 ; 先生の御話終って接話舎に入れ11:先生
立ちし0 うさずる我等が諸兄の主主別IJ7.) のリ y;j・曾創設時代の話 も出てきれつ

意味にて二の舎や路沿、t:。関曾前本校 : 近頃稀にみる'k含の砲に午後五時すグ

の正門lこ集まって問中先生ら中央に曾 ; 間合す る。

員一同組念の潟irí~撮リ引絞きょ述の : 出席-Ili

プログラム にしt:がひ曾1J..準めt:o 問中長三郎先生、宮・潔3t妻子先生‘北

南君11組物の地質的分布さ1mし71レリ 白 尾先生、井上先生、松原先生、河弁

十組時代に I~ 羊歯類が始ま り中世代に ・ 問先生、児玉先生、重.f~ïl・‘ 瓶問主主

主って様子織物大いに繁茂 し額花組物 商ノ原君、岡安君.有馬君.岡原君

11白主犯にvH:.つれ等有役なろ研究授

表わり、次に畜産科古i宰君立ち牛の花

風病に就て面白い報fきがあっ1:。

牛の花嵐病さ云ふの11多く乳牛にf量生

ずる生殖務の病気であって交尾11可能

であるげれ共卵巣に欠陥があって受精

する二さが出来ないe 二の病気にかか

小氷原主主.金丸宕.本岡沼、岡田君

秋吉君、野口亨君主.大浦君、四本君

西国君、波逢君、南君、久真知君.

谷口君、涜山君、限君、米本君、坂

口君、大村君.山下君、久原君、上

村君、吉田君.岡村君.公'I<君.市中

箇君、佐海君、長閑君、土瀬戸君、
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弁山君.滋尾君，}If添君、籾木主主. (3)つつ亡に就て (宮深数授〉

品目野君、島本;g'，古潔君主.松本沼. V ヤpナゲ， t カゲ少~~.ゲ j カ

以上ω名。 イ少少記~，バイグノ、~ ~~，すホバ

第十七回例曾 ~ ~ 0， Vyゲ ~n'j 夕、アカ~.!!>ミY

期日 昭和四年四JJit七a グウ ヨr :l・ 'fJ 少少 夕、ヨrÿ~ ~ ;/" す

場所合併敬室 ホムラサキ屯チ~ 9 ij'，ミヤマキリ

プロ~・ ラム ~"'<:(~~v ， ヨr ') ÿ....~ クク等に就

I 閲舎の録 四本震 てのその専問的なお話があつれ。

11 議 ilir Rhododendr n 

1自然界に於げる物質経済 (1) ;1 ヤグナゲ(2)ヒ方ゲク~ :::-(3)ゲ〆

北尾署員授 カイ少 lP1;ン(4)パイ 'J)、~ ~ :::-(5):古ホ

2人間の事名に就て 松本友言E バア~ :::-(6)vy ゲ~ ~ :::-(7) アカ~~

3つつじに就て 宮i宰教授 :::-(8)ヤマ ~~V'

III関曾の滋 松本友認 リワキユウ少~:::-

IV茶話曾

議演槻要
ヤマグク:::- 首ホムヲサキ

(1)自然界に於げる物質経済(北尾数授〉 宅チ ~~V'
、、

我骨 11動物ゃ縞物も1:べて生きてゐ 英他色々

る。然して織物11大陽熱さ地中より ヤマツ少ミ?の中のもの11殆んz・全官官

来るまを分さ炭素さら以て彼自身の微 縫うえし得るげれ共他のもの例へItァ

妙なる祭養作用ゃなして生きてゐる カア ~ :::-~ 11雑交 11 出来ない。

!li:JJ物I.lfJ、総4101""，f:べて生きてゐるの 本日 11新曾員言者君多量支出席され合併数

で結局11太陽熱に依存 Lてゐるさみ 室が初めて一つの空席 Lなきまでに集

られる。 まってν1:tごいたのは空前の二さで熔
~ 

自然界に於げろ物質11鍛-ifl/J一位の 'し〈てならなかっ1:。

三界ら循環 Lて減滅するものさ言ふ 出席者

こさ 11出来ね云骨。別に Arteigen種 宮潔交吾数授.北尾数授、総原助数

に国有なる蛋白質に就てのお話がわ 授.阿部、夏秋、正l悠.赤皇、新名

つれ。生物に11各々その種街持の蛍 悶師、キト‘日高、藤崎、沖、秋吉、

白質主云ふLのが容在 Lそれがその 牧之内、樫木.岡安‘服部，~津、

まま他の体内に吸i投されるさその体 穏烏.大村.邑.村上、原田、尾前

11非常lこ害されろさ云ふ。 小森.寺池.古/11、三村、丸山.早 車‘!-

(:l)人間の筆名に就て〈松本〉リ νヰ守ス 崎‘入江、河野、下村.熊谷、土淑

のご命名法に統てのぺ人間の撃名 戸， ~草木、永畑.前倒、竹井、榊崎

J-I0111 sapiens 1，・に就¥Homo11人 有吉.本岡.望。I.l!，炊江.河野， ii室

s:lpiens 11智惑わるの芯;である等の 本.島本、堀田.松山.乙丸、演尾

事為法ぶ。 南村、日高、佐藤、藤)11、元島、国



原.安部‘籾*.村上、商ノ 1，、小
1.11、岩本.竹中.問中、未回、話肘F

力ni慈、必回.吉田.紳菌、丸山、岡

崎、今村.'J、木原.国島、勢.菊池

二宮.久原.四本.松本、以上86名

霧島登山

宮崎 1) Yヰ舎主催の許に霧島山に登山

しゃうさ云ふミさ Irf-っさ以前から曾

負からすすめられてい f~ ので折角のぼ

るなら鹿島がキリ V マタ~~で盛装し

れ頃登つれがゐ、いたらうさ思っていれ

ので少))>:;)'便りが新院や人々 の話題に

のぼり始めれ五刃牟11:愈よ来ろ十九日

や以て決行するこさら曾員に俊表しれ

折角萱ろなら採集L出来る弔うにさ忠

ひ四五日前から宮湾先生にお依額 Lて

B自係の替林署へ採集許可閣までL提出

して幾Lみに Lてまってゐ1:。吉 二ろ

が十八日になってぴミ・ν雨さなって夜

に入っても雨11止まないのでLう明日

の登山11駄目ffz思びながら眠り.明

げて十九日限ざめてみれ11."空11碧脊の

色た流Lて美L<郵ぃ1:お天祭lこVマ

クタさ思って時計らみれ11."早や六時す

ぎ汽車の都合上断念の止むな告に~つ

れ。斯ふいふ具合で含員の登山参加も

非常に少な〈僅か.宮i翠先生、松原先

生.9i!儀君、康君.四本君.古賀君の
一行大人に週金・なかっt:。次に四本君
が舎;昨日Lt:その日の模様の大JB.1J:.二

こにかかげておLひ尚の種にし『コう。

昭和四年五月十九日窃島登山

昨日のm:天候11跡、方もなく吹き去られ

て登山に11もって来いの天気。昨日の

雨に果して本日晴天さなる0否やか疑

11れじが一行儀か大人コ宮深先生、松

原先生.古賀.奥儀.康.副本の閲君

(61) 

}行中の人皆愛車前五分1:馬車lこっき大

念-ð' 1こて乗車(松本詮午前五時tþ.~)高

原協に向ふ。途中部担置に於て朝食1J:.tJ¥1i
z。高原騨につ告 Lが八時すき・。露烏
の山11目前にそ [FV;?て見ωてゐt:。近
11昨日の雨に表土11洗ひ流きれて挨L

1:1こす、遺骨組物足F採集しつつ東窃島

紡祉の嘉手より登リ初め1:0urらく
林中1J:.行告て野1:出でf:。一歩進む毎

に限界ぴらげて其の景色叉例bるlこ物

なき様であっt:。十一日をす告'に難所で

ある馬の脊越も越しf:。一歩ふみ11づ

ぜl-re庁謂千似の谷で血の気のある人11

-寸見下ぜない様な~であつれ。脊越

たこすさ君主近fなって告t:ので谷間の

清水らのみて事会や綴つ1:。腹1J:.満 L

1:元気に絞りて頂上見がげて登つ1:。

これから先11数年前lこ秩尖宮様が登ら

れれ時に作つt:道があろので大いに幾

たした 3 頂上に着いてみるさ眺望大い

に宜しく忍共五人11直ち1:噴火口まで

おりて行った 3 項上l二再ぴかへりf木む

事十分蝕狭野紳祉の方向に下山 U:。

狭野市l¥liif:lt宮崎静宮の別宮でその大杉

11有名な Lのであった。そ Lて大時十

八分の汽司王にて高原綴後錦途につい1:

汽車の慾から登リ L山たみれば今弓コ夕

陽がその正に沈まんさずる拶にして山

姿が紅の中に '1))> キ唱さ給~出されて

ゐ1:。今日 11多年の芸品果して彼の山

lこ登つt:虫、さ忠ふさ何t:'かなつか l~、

思ひがLt:。 く1929.5、21.終り〉

一悶~君の原文のま ま ー

第十八回例曾

j明日 昭和四年六周十日

場所良科三年教室

プログ・ヨム
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l 関舎の鰐

11 f.'存演

総本君 : 漣ぺられるや俗間校長先生日野先生lこ

1昆虫の鳴音 岡原沼

2縞物の薬事事潟法の研究中村先生

3昆虫生活に於げる矛盾中島先生

川間舎の鈴 久原 案l

IV茶話舎

講演の織要

田原君先づ立ちて色司 の昆虫のな告

書室の科書匹的解説た試み1:0(本紋所載〉

lや村先生 !1織物の~から葉線素らねき

出 してそれからその葉1J..]JZ薬品の巾に

入れて.美L<も叉はっきリさ薬全体

の)f~ゃ薬目m 4-白紙の上に移 L V1がき出

す方法1J..俊表きれれ。これ11まt:o研究

中t:.そうで叉いつかより よ告方法のli)f

代って演題に立t:れ.自分1"1先日曜望者・

から血陸t"，l!かつてもらつれがそれに

よるさ二十オ前後の青年の血限;:iI!}同

じでめっ1:さj授務Ij1:J.，一旬か前提して

宗教的なる人生論生命論に及()¥"}1fに深

く内省のメス1"，我等が胸に刻み 二まれ

1:。
英f也北尾先生の南北欧州の重芸術比較論

わりドイク重華街識~わ り正に傾鴻l こ依

する L のであつれ.僕 I! ~堅佼の園警官官

でよんt~. ダー弁 γの「入及 ピ動物ノ表

情JI こ ~~て彼の人間其他のiTiJ)物の表情

の進化論'¥'.1解碍t"，主sべ1:。
かくして色守な歓談っきず早ゃ舎費十

五銭のお菓子11空になってLまってゐ

究の報告かまって止まなb、o 1:。

中島先生11昆虫生活に於げる矛盾さ題 j 出席者

L我 骨が今までちっさも翁づか?にゐ j 松岡校長.井上教授、北尾教授.SmF・

7こ1:rに お L しろい昆虫の矛盾生活~，我 ! 数授.中村.中島、松原の三先生.

等の前lこ展開き して下すっ1:。

競演も終へ茶話舎に入れ11松原先生11

ピyの分類に就ての諮らされ北尾先生

11動物の生命や死の間箆に謝して動物

製的地誌に立脚しれる哲懇鈎論鉾11深

〈我等がLつ生命一死さ云ふ僚なこさ

ら考へしめずにはおかなかっ1:，次iこ

日野先生11織物の死に就ての宮古わり、

縞物11決して何千年さいふ様な生命ら

有するものではなくてその古い細胞11

死んでゐる ものであって若いここに樹

齢三千年の大杉があるさしてもその木

i:t決して榊武天皇様の事l:t知 らない。

何放なればその頃の細胞It早。死んで

空闘になってゐるからである さ。然し

て叉、先生l:t老衰えb定義して一老決定

I!生殖能カの滅i威L1:こさや言ふーさ

早iIJ昔、秋吉、牧野、岡田、 吉田、商ノ

原.南村¥松田.田原.;11ユ山.紳箇.

田村、尾形、森木、大村、岡安.長岡

三村.菊地、椎井、籾;>¥¥.古村.四本

久原.森本.松本. 以上 33名

一以下次奴ー

t司

~ .. 
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編輯室から

今年の春三月創列銑.:a11¥し今又第二蹴の編輯会最後にLて自分の幹事

j山間の置土産としてゆくことを嬉しく思ひます。ますごなれていなかった

せいでもあ り創列披は非常な tスプリン トで何と云って御詑びしていい

か分 りませんでした。それでこん度は充分校正に注意し何度もやったら

い‘?とらう止思っておりますC 何と云っても皐術的記事に於ては一字一

句の tスプリ ントが全女に致命的な影響ゃあたへること が少くはあり ま

せぬ。それでこ の衣から新進の幹事のカ・が編輯されるのでd愈々木誌の号室

展と充賓とや期待しておりますが tスプリントの勤特に留意していた J

いて私がふんt:やうな失策を再びくりかへき ぬやうにしていた Jき度い
と思ひまオ。

今度は特別曾員の方からも原稿をいたごいで喜んでおりますの‘決して

皐校を出てもリンネ曾の在在を忘れ宇投稿して下さることをお願ひ致 し

ます。

J 後一週間で試験です。宮崎の秋は毎日間に澄んでねります。稲も黄ば

aト

みました。合員諸君の奮闘を願ってJ上みません、

(1929.10.2選宵祭賞日編輯争終へて (松本友記〉

投稿規定

記事は生物・壊に閲する堕術的又は路用接的其他一般的生物・塑記事た

ること。

文書院的記事は本誌の性質上採用せ歩。但し採集記は差支なし。

11 生物に閲係ある寓員、スタッチ。

'11 文中の帰国は明瞭、必らす3黒線たること 。

IV 投稿用紙は必らヂ・23x23の用紙iこ横書きとすること。

リンネ曾用の原稿紙本曾内にあり。

V 1毘名lまえ主ぷ与として外国語はととと之極り、若くは原字を用ふるこ
と。

VI 紙上には&"十氏名明記のこと。

1II 頁童文の都合上衣蹴にまわすことがある。締て編椅者に一千干のこと o

'11'原稿は下記の所に建っていた♂きたい。

宮崎高等農林埋葬校内 宮崎リンネ曾報編輯部宛
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